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参考 科学 河川 に だ お ける 水素 イオ ン 渡 度 の 日 変化 
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RE 36 & (昭和 27 H) P->ORMOBRLHICALOBAL S HRA C2 O 
ます 。 な は 本 年 6 月 末 を 以 て 既 納 会 導 を 精算 いた し て お 5 り ます の で , SRAKOM 
SER DBs し ょ す 。 


第 36 4B (本 年 ) か ら . 一 ヶ 年 会 費 400 円 (会員 ; 
| 0 1 1 1 第 35 REC 60 
第 36 人 乱 か ら 一 部 80 円 


但し 第 3681-4 (本 年 分 ) か ら 講 読 希望 の 方 は 会 員 扱 いと いた し ます 。 (A) 
BADR 本 会 々 員 名 科 の 発行 は 過 癌 計画 いた し ます が , 取り あえ る え ず 比較 的 最近 の 
移動 を 次 に 記し ます 。 

BERUGH AUR (金吾 市 金 召 大 学 理学 部 ), ARES (北海 道 騰 振 国 山 
BBO BTE LMP BRSM), FER RICKS RAS), 安 
積 政 昭 (APRA RBI 4D 22), PASI RECA ACE oe 
鉱業 所 ), AIRES (仙台 市 小田 原 京 町 2), ZeRSZELa (7G) WARES be ok 
Sa), HER ( 京 京都 中 野 区 本 町 通 6 の 30), AME ( 作 古屋 市 名 古屋 大 
SIMD), IAPS (札幌 市 南 5 條 東 1 丁目 札幌 東 高校 ), 飯田 直 稚 ( 宏 知 郡 砂 
川町 上 砂川 三 井 砂 川鉄 業 也 ), 今宮 隆 治 (等 岡 県 賀 革 郡 松崎 町 ), 石井 康夫 (ELAR 
RV ASE), 伊 立 建 三 (他人 台 市 長町 東北 大 ROSE). Ea 
( 仙 合 市 宮城 野原 育英 高校), 石井 瑞 郎 ( 亡 岡 市 城内 町 164 石井 代 太 方 ), 石川 fe (上 
田 市 常 入信 州 大 綴 引 学 部 ), LEE (KE RUAERENAR EN), $518 (BS 
CRAB AR), ト 郭 奏 一 (東京 都 考 代田 区 大 手 町 61 TE ARORA 
HED, ARIK (LIBROS), RE A (RST ERAT Se 
PPR) ASS (RAT RR B27 2 PEED. IIS 
雄 RRA MERU AA), 岡崎 下 夫 (釧路 市 城山 町 北海 道 学芸 
大 学 釧路 分 校 ), KE FH (宮城 郡 多賀 町 下馬 高野 義 章 方 ), RPSL (BERR ERED 
BEM), 岡田 博 (ARES EMaL), BOC ABS 
STROH SEAMS 5 大 際 24 DER), APRASRE (GIR REA TBR A SB), 
金谷 孝 (PAVAAEL CONEY 54), @RBBER (EIR RES AREBA E NEORSET), BSE 
Sk: CHARS FAT 2 丁目 ), DEES 故 (KRESS 
Sea), 北村 信 CULARSAWRSR), 北原 順一 (SRE EAS 
AREAS), 木立 正 W (RAE BREE 47770 上 農林省 林 業 試験 場 官舎 ), 木村 
TE (SI Moris UT 124), ACME (CARES ERIK) | TRAD NU POR 
0, SUAS (LORNA EI RESALE). KET GS 
APSA ARR), MRE (川崎 市 久本 町 地 御 調査 所 鉱床 課 \, SHIGA 
(RRR AES PRAT 4 の 572 (AE) ARS (SRM BO, 澤 俊 明 
(IEA RRALGUSET BL IRSBE 5 病棟 内 10-258), GE AAR (ALBERS 6 TA 
FAS EALLEDT), CPR AS (RE BRE RR ASSES), IESE 
KE (MUTASE RAPE 6 7 SRP EEE 13 B), SAP RE (RHRURREACED 
PREMTBSCESK LL)» CARRSSS (AUS VAMP THB ROSE) ISRO EA), SEES 
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mERAWHEOLYOE DALLA 


Ludwigite from Hayama nickel mine, 
Fukushima Prefecture. 


長谷 川 修 = (Shizd Hasegawa) 
i 木 2% = (Asahiko Sugaki) 


Abstract The first occurrence of Judwigite in Japan is noted. The 
ludwigite occurs as an acicular crystal in forsterite aggregate from Hayama 
nickel mine, Fukushima Prefecture. In an extremely thin section, it has. 
a strong pleochroism (Z’=dark brown, X’=green) and very high refractive 
indices. From a chemical analysis, given in Table III, it shows a good 
accordance with 4MgO-Fe,0;-ByO;, which has been generally accepted. as. 
the formula of ludwigite. When the X-ray powder pattern of the present 
mineral is compared with that of ludwigite from Hol-Kol, Korea, they 
show also complete agreement. From these data, the mineral is identified 
as ludwigite. 


緒 言 
筆者 等 は 福島 県 伊達 郡 富田 村 衝 出 に た 於 ける = y ケ 人 入 訂 に つい で 調査 研 
究 を 行 つ た リリ COMRO= y FXrSAIAHELREGEEREL, = OF 


LRORALMEAORVALGESUBACH SZ. TOMRAO—BIC MK BIS 
鉱 染 状 を な し て 存在 する 針 状 の 黒色 鉱物 に つい と て, TWSIAN, 化学 的 , X 
線 的 研 究 を 行 つ た 結果, とれ が 日 本 で は 最初 の 産出 で ある ルウ ドウ ツィ ヒ 石 
次 る で と が 和 制 明世 な の で で と き に 報告 する し / 

東西 に 於 いて ウド ウィ と ヒ 石 の 産出 が 記載 され た の は , MIC MRO 
RiNCAGSZEOE, 同じ く 彰 鮮 平 容 南 道雄 山 産 の も の と の 二 種 が ある に 
過ぎ な い 。 こ の 衝 洞 産 の ルウ ドウ と ヒ 石 は , SERTEMAOREAC LOCH 
触 変質 を 受け た を 苦 土 質 石 交 岩 中 に , FEHR, &.- +t tKRBRO 
小 藤 右 等 と 共生 し て 産 す る 。 と れ は 最初 上 藤 教 接 (CL 0BARKLELT 


RR BG BB 36 45 4 PBA 27 年 8 月 
1) Shwe Sack (印刷 中 ) ; 
2) /NEESCIARB: 東大 紀要 27, pp. 10~11, 明 冶 43 
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記載 され , 炊い で Higgins) に よ つ て 次 石 の 一 種 collbranite,, な る 名 が 
付 せ られ , その 後 1921 年 Shannon の 化学 分 析 の 結果 初め て ルウ ドウ 
: も ヒ 石 と 断定 され た もの で ある 。 更 ぐ その 後 . PUR BBE?) OF TAK 
の 詳細 な 研究 に よ つ て , ZO 成因 等 が 明らか と な り , 又 原 田 準 平 教 
接 の 化学 的 性 質 に 関す る 研究 る 行わ れ た 。 

眉山 産 の ルウ ドウ ィ と ヒ と 石 は RABE) OMCs dD, BML, 
FAZER IC L SH LE ARAOR MAE HC, TERK, BHR . 
ー マ イ ト 族 鉱物 等 と 共生 し て 産 す る 。 


= ih £ mR 


Pil = yr AGERE BOER 田村 及び 小島 和 村 の 村 境 附近 の 山地 に 
6), 福島 市 の 東南 河 15km," 川 俣 町 の 北西 4km に 位 す る 。 と の 鉄 床 は 
近年 発見 され た も ゃ ので, 昭和 26 年 より 開発 され て いる 。 , 

= ッッ ケル 鉱石 は 菩 士 概 橋 石 を 主体 と し , =» FORME, Beaks CL 
Mh= ャ ケル 鉄 を 皇 と する ) を 含む 岩石 で , Ni の 含有 量 は 05-10% 程度 
で ある 。 ル ウド フウ . も ヒ 石 は と の = FAB AHICHEAGA LEAL CE 
する 。 COMA, JIRMAIC 広く 分 布 す る REAM ATE MMR aK 
中 に , roof-pendant 状 に 取り 残さ れ た と 考 を られ る より HHOSAO— 
部 で ある 。 之 等 の 詳細 な な 産 状 , 性状 等 は 別 E 記 用 だ の で 導い な 答 蜂 
する 。 


A AR AY & U' RA ik SAY PR 


ルウ ドウ ツィ EAI NBR EAL Les ver ebemicer, alk 
IRBCI GLY & Pe LC HET SB, Bl 図 は 細 豚 状 を な し て 存在 する 部分 を 示 
す 。 多く は 極め て 微細 な 針 状 緒 唱 の 集合 体 で ある が が, GYRE HL CHE 


する 部 分 に は 1.0mm x20.0mm 程度 の 稽 大 き な 細 長い 柱状 の 結晶 を 認め 


1) D. F. Higgins: Econ. Geol. 13, Peel OL ONS 
2) E. V. Shannon: Am. Min. 6, pp. 86-88, 1921 
Proc. U. S. Nat. Mus. 59, pp. 667~676, 1921 
3) 渡辺 武男 : 地質 学苑 誌 4 ひ , pp. 70~85, 188~209, 昭和 8 
T. Watanabe: Jour. Fac. Sci. Hokkaido Imp. Univ. IV, 4. 1943 > 
4) 原田 MES: SE 19, pp. 36~38, 昭和 13 
Z. Harade: Jour. Fac. Sci. Hokkaido Imp. Univ 
1938 
5) MES, SS EESC: HWERAPHERE 42, pp. 360~361, 照 和 10 
PARMES, 石橋 正夫 : 岩 24, pp. 271~276, 昭和 15 
Z. Harada: Jour. Fac. Sci. Hokkaido. Imp. Univ. IV, 5, pp. 81-85, 
1939 
6) 鉱山 地政 学会 誌 (印刷 中 ) 


IV. 4, pp. 166~171, 
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る と と が 出来 る 。 KEIAUIC TE A 7 WATE IS REBT Tet DIE AL, KE 


面 角 は 反射 測 角 器 で 測 角 の 結果 , 61°21" & 119°38" の 値 を 得 た 。 TARY 


Heth な か つた な た 。 DRE EBL, BRIE 5 で ある 。 比重 
尊 で 測定 し た 比重 は DIP = 3.752 で ある 。 


ee 
Mineral assemblage of ludwigite 
(black) and forsterite (white). 
(x 30) 


Fig. 1. 

Nickel ore from Hayama. 
Black parts; acicular aggregates 
of ludwigite. 

Gray parts; granular aggregates 
of forsterite. 


ig. 3: Tig. 4. 
Rhombic sections of lidwigite. Mineral assemblages cf dolomite 
(x 159 (Do), forsterite (Fo) and lud- 
wigite (Lu). (x30) 


Bethe PIC Cid, 3 SR ee , 特別 に 薄く 
PEORIA CIAIEE LL, WH AAD RE OL Ree, — 
般 に 針 状 或 は 柱状 の 自 形 の 結 品 を な し て . eH RA Fe BOC HR 
伸び て いる (2), COMRARMICH AICO ICRY Cid, 前 記 
OLABBCOMMEESC LASHES (第 3 図 ) 。 MASEL Be, 仲 長 性 


は 正 , 多 色 性 強く Z’= ie, X 緑色 で ある 。 屈折 率 は =1.80 oz 


sae > 
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液 より 人 造 に 高 で り 。 : 
EEE DAKE EERTS LOUMMNENMEA GC, AIC A E25 FR 


第 | 32 (Table I) 3 
Optical properties of forsterite. 


(1) (2) i3} 

Hayama Hol-Kol Tanzawa 

2V 82° 84° £8° 

EO 1:636 © 1. 638 1. €58 

B 1. 652 1. 651 1. 6&6 
: y 1. 671 1.€69 1. 676 
ya 0.035 0. 031 0. 038 ‘ 

IRO 8% — CA 


* 8 及び 2V から と 計算 値 
1): wx 
(2): T. Watanabe; Jour. Fac. Sci. Hokkaido Imp. Univ. IV, ~ 
4, p. 251, 1 43 


(3) : ANAS; ate 35, p. 121, 昭和 26 


is ONS EEL, SEF OEM SROR 0.1 
Chemical composition of forsterite 


~0.2mm F2EF ORK De " 
from Hayama. Analysed by S. Ha- さき FERED BLD heath KO 


segawa. て いる 。 一 部 は 蛇 絞 化石 作用 を 受け 
SiO, 40. 92 aoa て , antigolite (B=1.546) に 変化 し 
TiO, U. 63 TWS, COREE A OTSA 
Al,Oz 0.63 : 質 を , BW ROFRR WHER EO % 
Fe205 059 NR の と 比較 し て 第 エ 表 に か ぃ ば る 。 L 
cae が と の 部 分 の 化学 分 析 の 結果 は 第 TI 
a0) 0.85 BN) 8D.§ |S ® Y 1g Bosse eat 
Meo 51 53 H,O と し じ し て と れ が antigolite kb 
NiO O46; BRL A &OLLTH HT SE, 
CroO; none” « olivine と antigolite の 混 比 は 84.9 
Tg.Loss 3.55 Vo EE RM, olivine rh 
so wee の Mg:SiOs 分 子 を 計算 する と 98.2 
Total 99. 37 iy ar cee IR Fe Leh Re ICE + BE 
Sp. Gr. 3, 122 石 か ら 成 り , 前 記 の 光学 性 と も ゃ 一致 


4%, 


1) Winchell: Optical Mineralogy p. 136, 1941 に よれ ば , «=1.84, 6=1.85, 
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TEATS HD Cid SSPHDWICHEAOCHHET SCE CHS, Hf 
BH TICK SRC t OPE BH KIS, 第 4 図 に 示す 如く , スカ ルン 
に 見 られ る よう な 構造 で , 白雲 石 は 接触 変質 作用 の 残 品 と も 考え られ る 。 
その 届 折 率 は 浸 液 法 に より w=1.678 の 値 が 得 ら れ , 白雲 石 に 相当 する 。 
ルウ ドウ ィ と も ヒ 石 に 伴う 他 の 鉄 物 と し て は , 粒状 の 磁 鉄 鉄 , ク ェ ム 鉄 録 等 
が ある が , その 量 は 少 い 。 叉 ,) ヒ 。ー マ イト 族 鉄 物 等 の 存在 は 未だ 確認 さ 
れ て いた ない 。 何 , = ッ > ケル 鉄 物 に つい て は 別 報 K 記 載 し た J』 


16 OR 


黒色 鉄 物 が 未だ ルウ ドウ ウェ と ヒ 石 で ある と 和 制 明 し を い 前 た に , と の 黒 名 の 部 
5} Od % WARGGE CHIL, Na,CO, 燈 誤 後 , 一 般 球 酸 塩分 析 潜 に 従 
つ で 化学 分 株 を 行 つ た と と ころ その 合計 が 100% に 約 15 9% 不足 てい 
Ro KEICHRORME TV, 旨 素 の 存在 し な に と と を 確 め , CORN 
普通 の 理 酸 塩 鉱物 で な いと と を 知 つ た 。 そ と で 種々 吟味 の 上 , MRORH 
ETICKETCAZEOMRE RIL, 次 いで その 定量 分 析 を 行 つ て , Bic 
該 鉄 物 は ルウ ドウ ッ ィ と ヒ と 石 で ある と と が 和 制 明 し た 。 

MROW MR クル クマ 試験 塊 に よる 旦 色 反応 か , 碑 酸 メチ ル 生 成 に 
LIE RISA SIL COBDS, 複雑 な 化学 成分 を FORGE DIO 
PEL L Cit 操作 が 稽 面倒 で ある 。 そ れ で 鉄 物 中 の 碑 素 を 極め て 商 単 
に 検出 で きる 点 で , 談 の 斉 化 碑 素 法 り に よる 閣 色 反 応 を 利用 する の が 便利 
CHS, Mb, BKOMRICHEO » — > — KA (4KHSO,4CaF,) を 
混和 し , ABMROF WOU —SICRELT, -—F-OMNG CHITA, 一 
BICISCOMECM LRA, EXAGOMIEERR HY OUR b SEK S tL 
て , 揮発 性 の BFs LOTHAR E DIME E BRS, 

碑 素 の 定量 分 析 一 般 分 析 法 で SiO2, Al,O;, Fe,O;, Cr,0;”, MnO, 
MgO 等 を 定量 し . 別 試 料 に つと て Na,CO; 燈 避 後 碑 素 の 定量 を 行う 。 
素 の 定量 は サリ バン シン 及び テイ ラー の 直接 滴定 法 が に よ つ た 。 但 し , 試料 中 
に Cr20。 を 合 有 する か ら CrO.” EBL 7H, BaCl。 の 深 加 が 必要 で あ 
BA 

分 析 結 果 を 第 IIT 表 に か まげ る 。 SiO。, Cr20s, NiO は 試料 中 に 爽 雑 し 
COrBLEA, 7ZEDBRWBRO= vo FAHICHKTSEDE. TE 
等 を 除き , 残り の RO (FeO+MgO+MnO+Ca0), R20; (Fe,0;+A1,05) 


- 1) ABR: 稀 元 素 び の 化学 分 析 Pp. 53, 昭和 24 
2) 容量 法 に よる 。 河出 書房 化学 実験 学 , 分 析 化 学 1, p. 262 
3) _ 稀 元素 の 化学 分 析 op. cit. 
4) H. Blumenthal: Anal. Chem. 23, pp. 922~924, 1951 
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及び BO; OST. - 比 を 求め る と , 
。 RO: R,0,: B04=900:244 :211 =4 11 


第 3 表 (Table IIT) 第 4 表 (Table IV) 
Chemical composition of ludwigite Chem:cal analyses of ludwigite 
from Hayama. Analysed by S. from Hol-Koi, Korea. 
Hasegawa. 
(1) (2) 
Wt. % | Mol. prop. SiO, 0.44 0.40 
SiO2 2.65 44 A 02 3.02 | 2.23 
Al,O3 2.14 21 4 Fe,O; 28. 92 32. 49 
Fez05 35. 55 223 FeO 8. 52 10. 40 
Cr205 0.68 3 MnO 0.14 0. 36 
FeO, 3,47 48 MgO 29. 69 34.54 
MnO 0.50 7 CaO 4. 48 1.86 
CaO 0. 26 5 B20; 16. 30 16. 80 
MgO 37.56 muck CO, £5 5 = 
NiO 0.20 3 H,O eae 1.42 
BO; 14. 68 Zi1 = ; 2 
H,0 1.84 で iotal «Gi 100. 59 
H,0 - 0.18 — Sp Gr: 3. £07 — 
Total 99. 71 (1) : Z, Harada Jour. Fac. Sci. 
Sp. Gr. 2 752 Hokkaido Imp. Univ. IV, 


4, pp.166 171,-1938 
(2) : Shannon; Am. Min. 6, p. 
88, 1921 


と な り , GRR OONCOSY ED 1 LAO(LAE 4 (Mg, Fe) O-Fe.0;- 
BO; CBT S. WY FOL BOMMMLICR SE HHS HO owe 
は , 構造 水 な る か , MRSRBKESDRMMSSSLACHSB, こき で 
は な Shannon 氏 , 原田 教授 等 の 吸着 説 に 従い , 化学 式 算出 の 際 H,0 を 除 
Weg CEG Le, 

fi, Willer ko, と 石 の 分 析 結 果 を 第 IV Rica 62, VILHO 
ルウ ドウ LBL, BiWOCOCHET, ド RQ 中 の 上 FeO の 量 は 造 で 少 で 。 


X#MAB EC SAFELY EF VABEOLLER 


DELOBEA D5, 本 鉄 物 が ルウ ドウ ウィ も ヒ も と 右 で ある こと と は 明らか と な つ 

た を が, BIC X 線 粉 末 写 真 に よ つ て , Hil vy Fos eRe ier, tc 

ORES ROT, 渡辺 武男 教 接 か ら PRO BKERIC BON LOCH 
る 。 RR 影 条 件 は 鉄 の 対 隆 極 を 明 い , Mn の フォ ルター を 併用 し , か ヌメ ヌ ラ の 


= 
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PEt 325mm で ある 。 こ と と 結果 は 第 5 図 に 示す 如く , 両者 の 線 間 距離 
ROPBEAB (—3kL, 本 鉱物 が ルウ ドウ ィ ヒ 石 で ある と と は 明か で あ 
る 。 


Fig. 5. 
X-ray powder photographs of ludwigite from 
Hayama (1) and Ho!-Kol (2°. 


成 因 BR 


ルウ ドウ ィ ヒ 石 は 一 般 に , TEM BORA IC LOS BLAKE CHEE 
等 の 接触 変質 帯 に , FEA, & 。ー マ イト 族 久 物 等 の スカ ルン 仮 物 に 
任 つ て 産 す る の が 普通 で ある 。 穏 山 に た 於 いて は , 原 岩 に 相当 すべ き 若 土質 
BREE GEL ONE. 残 本 と 恩 わ れる 白雲 石 の 存在 や , と れ と ルウ ド 
ウィ ヒ 右 , 療 土 池 棋 石 と の 共生 関係 より 見 と ば , GHOCHINCAG SLO 
と 同様 に , BLA AKA MN mAORAIC ESHA ERLE, TH 
COD (WS, 鉄 を 含む 気 成 作 用 を 受け た を 結果, TRH, OF OY 
と 石 等 を 生じ た も の と BRENZ, し か し ン レ ウド ウィ と ヒ 石 の 母 岩 に BL 
て , 火 成 源 と 思わ れる ジ ヅ ン 標 盤 岩 が 存在 する よう な 産 状 や , 母 岩 中 に ク ャ ァ 
ム 鉄 鉱 及び 一 部 は magmatic OME ATS = vy ANG FEF AO 
で , 簡単 に は , 石 交 岩 類 の 接触 変質 の 結果 生じ た も ゃ の と は 了 断定 で き な い 。 

ルウ ドウ ツィ と ヒ と 石 は 勿論 Mg に 富む 岩石 が , ED SRE BO 
を 結果 生じ た も ゃ も の で ある う 。 し か し , その 根源 と し て 石 克 岩 類 の 存在 を 考 
を る か , 又は Mg に 富 # 塩 基 性 火成岩 か ら 直 接 た に, Mien het 2B 
次 岩 豚 等 か ら 間 接 的 に 生じ た ゃ の で ある か を 決定 する に は 今後 の 研究 に 傘 
た な けれ ば な ら な v。 

ARSE WBL て 種々 御 指導 を 頂い た 渡辺 邪 炊 郎 並び に た 大森 臨 一 授 , LAG % 
頂い た 八木 健三 並び に 渡辺 武 男 数 授 た 対し て こ , こと ょ に 厚く 感謝 の 音 を 表す る 。 叉 , XH 
写真 撮影 た 御 也 力 下さ つた 出品 大学 華 学部 松山 英太郎 教授 に 対し て 御礼 申し 上 げ る 。 
本 研究 の 費用 の 一 応 は 文部省 科 学研 究 費 より 才 給 され た も の で ある 。 
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Ho fRicHhst ok BMS B I-(2) 
(RRO GHENITFIRRE) (2) 
Geometrical consideration on the construction 
of geological maps 
(Rational construction of formation boundaries) 


jt Ul # + (Yushi Funayama) 


Il. 地層 が 等 形 窒 曲 を な す 場 合 の (A) 

等 形 究 曲 地層 の 垂直 層 厚 : 等 形 福 曲 を 形 威 する 地層 に 於 いて は , 1) 深 
度 に 関係 な く 党 に 等 形 を 保つ と 同時 に MMORS & BICHSL<, 2) 垂 
直方 向 測 られ た 地層 の 厚 さ は 常に 同値 を 示す と 共に , 3) Meow 
宣 直 方 向 に 一 定 で ある , と 云う 特性 を 有 し て 居る 。 此 の 場合 の 垂直 居 厚 を 
求め る の に 次 の 方 法 が ある 。 

1) EXMZICKO BABE; 此 れ は , HACK sR eR 
る 測 点 に 於 ける 傾 多 角 線 に 至る 迄 の 各々 の 長 さ の 平均 値 で 表わす 方 法 で る , 

第 8 BY VBC RC 測 点 A。 及び Ay に 於 ける 地 
BOMRBEKR* i, Xz ETS, 各 測 点 に 於 
/ CRAM Els, ZAHN sea 


線 と の 交点 を Co RUB, Ay Ai MOREE 
LY BX の ESFM(E 
Yu 
we 


a v= (AsCot A,B,) 


AoA: 間 の 水平 距離 を d と すれ ば 


Vi Phd (tan «,+tan Og) cree (20) 


若 し Ao 及び Ai WHICH SHA It. (20) 
式 に 高度 の 補正 を 行 を ば よい 。 即 も, SSH 
CHAM Ani 及び A, に 於 ける 地層 の 傾 
BALK On, Cnty ETHIE, 両 測 点 聞 の 垂 
直 層 厚 Vn を 求め る -- 般 式 は 次 の 様 に な る 。 


Co 


in 
3s 


A WED REE YH 36 4 oS 4 4} AI 27 oe 8 
1) MAEDA CH MPER AT CAE, 例え ば 妃 岩 , Wee, 
2) Taleni—: AUR 19@&3 号 , 昭和 13 年 
舟山 裕士: SUR 33485 号 , 昭和 24 年 
3) 地下 線 に 垂直 
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Vin = dn - (tan en +tan on41) Hn +++ : (21) 
{AL Hn = VAIL An-1 & An Fii@ Pose 


2) 切 線 弧 群 法 に 依る 垂直 層 厚 ; 此 の 方 法 に 依る 断面 図 の 作 笛 は , 第 9 
図 に 於 いで 測 点 A。 及び A: (CHO SHB OME BLK m1, xg EL, Ao 
及び A; に 於 ける BR RIC : 
対す る HERE 夫々 AOr, Ar 
OVETS, RicWls Ack 
け る 垂直 線上 に AO; =0,G,, 
A,O'1//O:G, に な る 条件 を 
WES SRE Gi を , Ao に 、 
於 ける 垂直 線上 に AiO'」= 
O01G's, ApO,//0'1G"o な る 様 
な 点 Go を 求め , O」 ROO? 
を 中 心 と し OiA。, OLA, ER 
AEREEL TRON ¢ ae 
を 画 い て 行く 方 法 で ある 。 此 
Oye ORB Bk AiG, 或 
wit AG’) で 示さ れる も ゃ の 
RR CA 
O.G; な る 故 ズ GiA。Oi = 


(180°= 2 A。0iG:)、 然 る 


に ズ AO0:iGi = 一 2, 故に 
CA ON on Keg ap}, GED T EAA TR NE Wr 


=m 9 


be 2 
Ay 及び Ay 間 の 水平 距離 を と すれ ば , AiG: BSA BE vi は 
vi=dy . tan) (aura) EE FR EG A Rn ©) disiwiare’eieiel (22) 


BUC ILD BIEIC KS EAB SIL, —MICKO (23) 式 に よ つ て 与え を られ る 。 
BUS, WE An-1 及び Ay に 於 ける 地層 の 傾 許 角 を On, Onti, 両 測 点 間 の 水 
平 蝶 離 を d』, mee H, と し , RABEL V で 表 わ せ ば 


Va= ds:tan-5- (oi a) ae ere ee oe ee (23) 


正式 園 法 A: tO (20) Mvid (21) 式 に よ つ て 人 与え られ る 垂直 層 厚 を 


1) A,G,=AjoG"o 
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採用 し て 作図 する 方 法 で , 第 10 RICKHWT OX を 基準 線 , 測 点 Aon Av 
A。 (CHA SHOWA RE K* 1, 2, as と し , Ai 及び A。 に 於 ける 垂 
直線 が OX と 交わ る MERA, A'。 と すれ ば , それ 等 な 測 点 A; 及び 
A, を 基準 線上 に 換 置 
し た 点 と な る 。 KiG Ao 
US BRAS Ai 及 
び Az に 於 ける HE [Be 
上 を 通過 する 点 を Si, 
OA a 
の 1 と る で の は tan 
P=- (tan a, + tan 
a) (CkKOC HAG 
SB MS は 測 点 Ao 
eid LAS HB Ci 
方 向 に pi の AR Hx 
有する 直線 と , WA A に 於 ける 垂直 線 と の 交点 と し て 求め られ る そ 。 KIC 


直線 SS. が OX と 成す 角 を の と すれ ば , pe は tan m2 = -2- (tan w + 


tana;) C4250 38 Si kD の 2 な る MAGE 以 つ て 地層 の BRL 
方 向 に 引い た 直線 と , 測 点 Ae CAMO SHAME OARS. と な る 。 然 る 
に 図 上 に 於 ける Si は , We Ao を 通り 地層 と 同一 走向 を も つて 同じ 方 向 に 
Pi bZERAXY AT SEH (go. 面 ), 測 点 Ay を 通る 地 愉 と 同 走 向 の 垂直 
HAO 地形 面 と の 三 者 の 交点 と し て 求め られ , Ric So it, Si を 通り Di 
面 と 同 許 質 の p, な る 傾 多 角 の 平面 (m2 面 ), A. に 於 ける 地層 と AERO 
RAM ROW LO 交点 と し て 求め られ る 。 同様 に し て Ss, Sa, eee 

を 図 上 に 求め て 行く 事 が 出来 る 。 即 ち 第 11 図 に 於 いて A。 を 通る OH 
と 地形 面 と の 交 線 を 画 い て 行け ば , それ と A: を 通る 走向 線 と の 交点 が 求 
むる 点 S+ で あり , KVCS より Oo 面 と 地形 面 と の 交 線 を 求め て 行け ば , 
A。 を 通る 走向 線 と の 交点 が S。 と な る 。 

1) 切 線 園 法 ; 功 線 の 数 に より 区 の 様 な 作図 法 が ある 。 


a) ORE hI 図 (上部) CR, 前 逃 の 方 法 に よ つ て 点 S1 を 


求め , 次 に Ao より a より は 2 な る ARAOMEH L 地形 面 と の 次 
線 を 夫々 左右 より 画 い て 行き , 両者 の 交点 Li 附近 の 穫 面 度 を 補正 し て 一 
BER CARTE ARRAS ONS. 叉 他 の 方 法 と し て は , FIONCHK 
we Li kb OX C HME FL OWE Lh ETH Adi=L A, KSe, 
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第 11 図 に 於 いて 測 点 A。 を 通り 走向 に 直角 な 直線 OX を 引い て A, CHA 
ける 走向 線 と の 談 点 を ALLEL, AALOmAL &b OX ICH LM, を 
WTS HES A。 L DEH on の 地層 面 と 地形 面 と の 交 線 を 求め て 行 つ 


Chl, と の 交点 を LL LL, し: より は な «2 な る 傾 余 魚の 礎 面 と 地形 面 と の 
交 線 を 画 い て 行け ば Ar を 通る 走向 線 と の 交点 が 即ち Si と な る 。 SiS, 
S293, 6 FCAT OI BRIE PERIL Irn 

b) =e; 第 10 図 に 於 いひ て, MA BOS, eis BRM aA 
CLL ObseMal!, その 点 を 切 点 と する 切 線 MIN; は 直線 A。S: に 
平行 な る 故 , MiNi が OX と の 成す 角 cs は gq2= の : と な る 。 RAM, N, 
kb OX と 下 し た 垂 線 の 脚 を 夫々 mi, nr と すれ ば 

gaa rin TIRE Ma Ae LP Po] an dane sy bation Raat Oey (24) 

故に 第 11 図 -( 下 部 ) に 於 いて , 測 点 Ac を 通る 走向 に 直角 な OX 線 を 引 
z, AS: Buit AY £0 OX CELA EMOME AL LINE, 先 づ 
AoA’, % 1:2:1 OFIC=]4LT OX EC Am, mn を 求め , K*OKE 


1) 此 れ は 切 線 図法 及び 後述 する 弦 図 法 を 通じ て (近似 図法 の 場合 も 同じ ), 各 測 点 に 
於 ける 走向 が 略 一 還 し こい る 基本 的 な 場合 で , 走向 が 異な る 場合 の 操作 た に つい て 
は 後述 する 。 前 に 述べ た 並行 福 曲 の 場合 に つい て る 同様 。 
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り OX (c #84 mim’, 及び nn を 立て る 。 Ric Ao より a & AAR AO 
居 面 と 地形 面 と の 変 線 を mim」 に 交わ る 迄 画 い て 行き , ZOBWAM, EO 


は tan =F (tano+tane,) に よ つ て 与え を られ る Pi DIB RL GK る ゃ つ 


SFR RH min’, LOR AEN, と すれ ば , NS: Hit x Kh >ARAO 
BFURASHIDILS, fROT Mi, Ni 附近 の 角 張 り を 補正 すれ ば , 図 に 示す 
一 点 破 線 の 様 な 訂 界 線 が 求め られ る 。 SiS2, S253, …… 間 も ゃ 同様 を な 操作 に 
依る 。 な 

c) SUR: 作図 上 の 操作 は 三 切 線 法 の 場合 と 全く 同様 で , 此 の 方 法 
に 依る KORO Ait KO (25) 式 C に よ つ て 求め られ る 。 HS, WR 
Ana 及び An (ICHAT SHUR OMB On, arr と すれ ば 

(m—x) tan a (x—1) tan oti 


tan o,= Ae a ee (25) 


o,-X EA OURO MA 
{AL 4m = GRO 
X=Sy-y 点 よ り 数 を た を 切 線 の 順位 
Ric, AAMBA OX 上 に 投影 する 長 さ は Sr BED ay, ag cee 
Am=1, Am と すれ ば 次 の 関係 式 が 成立 する 。 即ち - 
Ay Ap ee aa ees de 
fre wee ncee Fog beac Zep ac (26) 
2) 2 MS; ROMICL VROHBBSS, 
a) RRO; 前 者 は , 第 10 図 及 び 第 12 Ro AS, ¥ BRR 
ERIS AEC, AR Si, So, ee %ORO’F 6S BFRASIDN CFT <, 
後者 は , BlI2VCHvecRLit Li の 中 点 を Li ttne, 直線 
Acli 及び LiS, を 以 つ て 層 界 線 と する 方 法 で , AoLi, LS」 が OX と の 成 
す 角 pi 及び pa は 次 の (27) 式 で 与え そら れ る 。 


\ 


tan po; = a (3 tan a+ tan a。) 


tan p= = (tan ai+ 3 tan a») 


1) SAORI HOBMICAS, 或いは 後述 地 る 近似 図法 の 場合 に た 於 ける 
点 G を 求め る 操作 は 詳 路 し て も 工 刻 え な い が , 作図 上 の 誤差 を check する 意味 
で , 此 の 操作 も 行わ れる 事 が 望ま し い 。 

2) LL (hss Ao, Si に 於 ける 切 線 (RAPER) OZER, Lilt Ao ROS) Bawae 
上 の 点 を 示す 。 
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FEIT, 一 切 線 法 の 場合 の : 及び on) の 代り に 此 の pr, Pr を 使用 する 
事 に より , 同じ 操作 を 以 つ て 選 囚 線 が 得 ら れる 。 第 11 図 (下部 ) の 破線 は 
HOARKIC EL ZB RRERT, 

b) 三 統 法 ; 第 12 図 に 
Bw, Aym, =m-n, = 
DA mM”, | OX [n, 
Reg elo pes aA Os Sx 
HOB FAS mM", 
及び nN") 上 を 通過 する 
mers M,N, etn 
ば , 理論 的 に MM", = 
4 MM, NiN’)= 5 
NN と な る 。 大 に . 直 
ED SIX AoM,, MiN, 及 
UNS: が OX と の 成す 
FAR Pi, Pa Ps ETHIE 

1 


tan gi — (5 tan ea; + tan a) 
tan pz ie (GEN NC ieeen comer ae eee (28) 


tan hg (an i + 5 tan oz) 


故に , 作図 に 当 つ て は な 先 づ 基点 A。 KHMSEMICA AG Mm OX を 引き , 
それ が る A; を 有 牟 る 走向 線 と の 交点 を AD EFS, Ric AA) を 三 等 分 し て 
OX 上 に 点 m,n を 求め , m ROM, より 夫々 OX (CHEK mim’), nny 
を 立て れ ば , (28) 式 に よ つ て 与え を られ る 傾 独 角 PL pz) Ps を 使用 し て 切 線 
図法 に 於 ける と 同様 な 操作 に より 麻 界 線 が 求まる 。 他 の 測 点 聞 に 於 いて も 
同様 。 

Cc) 多 弦 法 ; 作図 上 の 操作 は 三 弦 法 の 場合 と 同様 で ある が 此 の 場合 に 
PAID Z BEE OGRA LAKO (29) 式 に よる 一 般 式 で 与え られ る 。 即ち , 測 
Bi An-1 及び An に 於 ける 地層 の 傾 入 角 を 夫々 On, One と すれ ば 

(2m—y)- tan oa, + ytan Op4i 


tan p,= po PAR pee (29) 


1) 号 の 場合 は 1=%1, %2=%, 


と RE oy Sree en 
Be = 3 < >y =i 4 
ar SS ; 52 a ROY eee Nae 
7 ee ; > ial Bi SR es 


fle. BORE S 


| pz=X FAOKOBAA 
m== 弦 の 数 
eee a 
\ x=Sy-1 点 よ り 数 を た を 弦 の 順位 

2, 此 の 弦 図 法 に 於 ける 場合 の 各 編 が OX 上 に 投影 する 長 さ は LH 
A A 0 で ある 6 

3) HS MK: 並行 禄 曲 に 於 ける 場合 と 同じ く , 切 線 図法 に よ つ て 得 
られ た 曲線 と 弦 図 法 に よ つ て 求め られ た を 曲線 と は , AOBRRICHLEO 
外 亡 線 及 び 内 亡 線 を 構成 する 。 故に 作図 に 際 し て は , m BPEL ik (m 
—1) 弦 図 法 が 組合 さる 如く 切 線 及び 弦 の 数 を 探 用 し , 夫々 の 作図 法 に 従 つ 
て 各々 の 曲線 を 求め , 炊 に その 両 曲 線 に 対す る Re Bo CB ARET 
SOC, 最も 合理 的 な 作図 法 で ある 。 第 11 図 (上 部 ) の 実線 は , we 
法 と 一 弦 法 と を 結合 し た 場合 の 併合 図法 に よる 層 界 線 を 示す も の で ある 。 
近似 園 法 A: 此 れ は 切 線 弧 娠 法 に 基く 作図 法 で , 第 13 図 に 於 いて 正 
式 図 法 の 場合 と 同様 に OX を 基準 線 , &」 及び x を 夫々 測 点 Ao, A CAI 
SHB OMR RH, Ale 
HLA Al の 基準 線上 へ の 
#e LL, A。 を 通る 
層 界 線 が A に 於 ける 垂 
直線 上 を 通過 する 点 を Gi 
ETA, SBR AcGi AS 
AEM OX LRT HE Bi 
と すれ ば B= (at 
Xz) i Ske, 正式 図法 に 
於 ける 点 S を 求め る 場合 
うっ wm に 代 る に 此 の BR 
使用 する 事 に より , Bs 


as 13 & 


同様 の 操作 を る つて 図 上 に KC Gy, Go, +--+ を 求め て 行く 事 が 出来 る 。 
1) 切 線 園 法 ; 
a) BRYA; FED Gi, Gp, oe ke bLkoOBRIckLocRHoOne. 後 


の 作図 操作 は 正式 図法 に 於 ける = SGRAO 場合 と 同様 な 方 法 に よれ ば ょ よ 
Vo fa 13 図 に 於 いて , Li kb OX に 垂 線 下 し て その 脚 を 4 と すれ ば , 
Aol A's: =COS a: COS a, な る 故 , 第 二 の 方法 り に 依る 場合 は 此 の 比例 


1) 正式 図法 に 於 ける 二 切 線 流 を 人 参照 


ete ek eee ieee ca ae 


に 従 つ て OX Eich; を 設定 する 。 第 14 図 上 部 の 一 点 破線 は 此 の 一 切 線 
法 に よる VB GR 示す 。 


b) 三 切 線 法 ; B13 Bic Kw, 直線 MIN & Ma AG の 中 点 Ki を 
切 点 と する 切 線 と すれ ば , AM;, MLN, RONG, OFA HitH gee 
(a 3 a2), as EES 0, 各々 の OX Etc SET SHAE ai, a2, az と すれ 
i, AoA’; it 


1 
Agana CO COS (0% + a2): COS 2 


DICH FISI4, (FREE Is IEMERIC 於 ける 三 切 線 法 の 場合 と 同じ 。 
第 14 図 下 部 の 一 点 破 線 は 此 の 作図 法 に 依る 層 界 線 を 示す 。 

c) BORE; WLR A 及び Ag CAO SHB OR 6 HX On, Cnt 
と すれ ば , WO BRICKS COMO AA aid (13) 式 り で 与え を られ, 直線 
A’n-1 A , を 分 割 す る 各 切 線 の OX 上 に 投影 する 長 さ の 比 は (14) Hh) で 
示さ れる 。 

2) 弦 園 法 ; 作 図法 は , 前 丈 の 切 線 図法 に 於 ける 場合 と 重複 する 点 が 
ee 


a) — PIERO LI; 一 弦 法 は , Gi, Go, Gs, …… KRDO SAR 
ipa ae (m—x)-@n +(x —1)-@p4, 
CTR at mekel ses ft ee te oot : 


2cosdm_;:cosdm 


2 
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線 を 画 い て 行く 方 法 で , 第 14 図 の 破線 が 此 れ に 当る 。 = 
aed, 第 13 MicMwc Ki MAG. の 中 点 と すれ ば , HK AKi 及 3 
び KiG: VOTRE RET LOC 此 の 場合 の A。K: 及び KiG: の 

MRA yt (15) th CkLocH2z5H, Ki fb OX CELA 

OI ky は AcA’: % Cosy: COS yz の 比 に 分 割 す る 。 HAR PMO RIE 

此 の 二 統 法 に 依る 層 界 線 を 示す 。 " 
‘2 Soe, LED F 場合 =n) 各 編 が 示す AA V1» Yar Ys は (1 6) 2) CH 


られ , 叉 各 弦 が OX 上 に 投影 する 長 さ bi, be, bs の 間 に は (1 7) x C7 


. Bers gen DZ. 
‘c) Bath; MOAI EZ SIR OMA H&K S Hest, 測定 Ani 
及び An (CAG SHED GRA RK Xn, Oo と すれ ば (18) 9 で 示さ 
il, WHS OX 上 k に 投影 する 長 さ の 比 , 即ち AL AD を 分 割 す る 比率 
は な (19) 式 に 依る 。 
3) BS HR: 作図 操作 は 茎 燃 の 方 法 と 全く 同様 で , 第 14 図 上 部 に 
雪 線 法 と 一 政法 と を 組合 し た 併合 図 潜 に よる 層 界 線 を 実線 で 示す 。 
正式 図法 並 びに 近似 図法 を 通じ て , 基点 より 低 部 へ の 作図 に 於 いて る も , 
LSROBS RSIS 何れ も 成立 する 事 は 並行 究 曲 の 場合 と 全く 同様 で ある 。 


=)0 = (未完 ) 
正 読 (本 報 交 (1)- (1), HH 36 BK, 第 2 号 ) 
ee tai ae ai 
2 (GE ssn @ | duane Sin @» | 
49 3) —_— T SS —— ーー 
(3) 式 4 2 {sine cos(@1—@p) J 1 2 Gene COS(@;—@p) 

51 (20) SU | dn =Rn Hn -tanen+1 dn = Rn Hn: tan@n+, 
53 = ZF, AyO2— (90° -@) By = LFiAoO; — (90° —@) 
54 18 mi mj’ nN ny’ m, m,’,n; nj’ 
55 8 fal is 同 Je 

A Bish | 28g BO a As npn i 

m—1 m-—1 

” n dx =x 番目 の 切 線 の ox =x GE OMROGAE 

” 21 Ayala, aay wre. am EA Agate tas am 

“u “ fey fn fare 1 fn 

” 220 eka. eh ATee \cs QIN eed ee oe na anes am_-1:a ス m== 
56 FASE SG) an >aty an > an-h 

1 1 
LEAFS oO Rah Oe) ees CCE) 
1 

2) Ta Oe) y= (ete), Nee bas 1 
. 3) bi: bs: bs=cos y1 : cos yp: cos yz 

Bi CE ee ere 

2m 
D) Bie Des). MD de DmiEsCOS IC OS > COS Ym -i : COS Ym 
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RABUN AS REORBHE 
Augite from Hontanigoe of Aso-Caldera, Kumamoto 
Prefecture 


松 本 tE BE (Hatao Matsumote):. 


Abstract The crystals of augite were found in hypersthene augite 
andesite lava at Hontanigce of Aso-caldera, Kumamoto Prefecture, This 
area is composed of seven lavas. of two-pyroxene andesite and its agg- 
lomerates, which are cbserved at the inside wall of somma. At Honta- 
nigoe, a dyke is observed which strikes N70°E. This dyke is hornblende 
andesite and is very rich in large hornblende phenocrysts that often attain 
1 or 2cm. in length. 

The crystals of augite are greenish black in colour and idiomorphic 
with crystal faces a (100), b (010), m(110), and s (111), as shown Fig. I. 
The crystals cf augite with shown a interpenetration twin have the follo- 
wing crystal faees: a (100), b (010), c (O01), m(110), s (111), and p (101), 
as shown in Fig. 2. 

This augite has the follcwing opitical properties: @=1.686-1.689, B= 
I. 692-1.694, y=I. 710-1. 713, 2V (+) =57°-59°. Colour is yellowish green _ 
and its pleochroism is weak in thin section. X=pale green, Y=pale 
yellow, Z=yellowish pale green. The crystals of augite show the hourgla- 
ss texture and develop the zonal structure. Inclusions of augite are irregular 
magnetite and idiomcorphic plagioclase (An. 57-62%). 

he result of chemical analysis is shownin Table I. It is characteri- 
stic in its chemical constitution that this augite is rich in Al;Oz and poor 
in CaO. The writer presumes that this is related to the type of twinning 
and its opitical properties» The formula of the augite W. A. Deer & L. 
R. Wager follow: (XY)j;.979 ((Si, Al)206). The weight % as wollastonite 
(CaSiO;z), enstatite(MgSiO;), and ferrosilite (FeSiO3) are Wo: 39. 13%, En: 
34.78%, Fs: 26.19%. In Table 2 is the constitutions as metasilicate. 

Jn addition to, the Table 3 is the bulk chemical composition of the 
hypersthene augite andesite and the chemical composition of the hypersth- 
ene hyenccryst. 


PRU OES, BMRA Tc 山西 村 と の 境 で ある AR BIC A 
C, PRR A OS ERT SHS, MHC WEH IL, 久木 野村 側 
Ch Sop iim lO ABIC LAO * 7 two pyroxene andesite CRA yt) 
と 集 塊 岩 より 成り , 本 輝石 は 最上 部 の NAM 
andesite OMEGh| て 存在 する る も の で あり ,,. その 大 き さ は , Bice 
て 1.3cm に も 達する 事 が ある 。 と の 燈 岩 は 上 部 に 於 て i 


HAR WR REG HH 36 G4 7 BA 27 ES 月 
1) PEC OW CIERRA BRE Peo 


\ 
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CHD, その 節理 の 走向 及び 傾 許 は N40°W, S15” で ある 。 THE. AG 
BLICKA-C, 殆ど 直立 し , N70°E に 走る honnblende andesite OR41KIC 
Bick), 基 の 接触 部 の 燃 岩 は 著 じ く 破 砕 さ れ , 風化 分 解 の 程度 が ひび 
どく , その た め 遊 離せ る 普通 逮 石 を 附近 の 土砂 中 より 容易 に 採集 する 事 が 
Hie 6 < 
普 朋 輝石 の 結晶 結 品 の 表面 は 赤褐色 に 酸化 し て いる も の も ある が , 内 
= 部 は 皆 緑 黒色 で ある 。 結 品 に は 単 唱 , 双 上 品 を な する の の 外 に , MMO 
DEO CHEER G AE CRS, Mah OFEdIS EE RIEK CHOOT 
FEM Clit a (100) 最も 発達 し , b (010) Awica#, m (110) は 狭い 。 端 
Mik c.s.s. より 成り c(001) HBL CAB CL s (111) BCpaw (Fig. 


Picci 
aqlOOss me(110) ses (101) 
b (010) c (001) 


Pig seat 
a (100) m (110) s (111) 
b (010) c (001) p (101) 


1), X, MAS c.s.s の 外 に p(T01) の 加わ る 場合 る も ああ り , と の 時 る や 
は り て < が 最も 発音 し P>s の 順序 で ある 。 双 卓 は a& LMRML St SAW 
Ha を な し て いる る も の が 非常 に 多く , — TLE ih ROMER を 有する か の 如き 
EFAS Jib, 端面 n (102) LAA D c (001) ic, s は e (112) 
IC, CMENMAL TWH S (Fig. 2), Ss BICA IC HAM CF Vn ARS ee BE 
OM ink (lS AFEL Trott, 

PAR AOR ARN ELSPA CRTHE, WEEESL, 
"系 帝 構 造 の 発達 は 著しく , 内 部 は 緑色 に , PRIDE IC Mots, St 
性 が 認め られ X= 淡 緑色 , Y =P, Z = FESS a om (010) Hk 


; 


gs 
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0% (100) HH OGAOEE CH S. HMUC ETI BEPAIS (001) AIC D - 
88° で 交わ つて いる 。 制 目 或 は 壁 開 に 沿い uralite 化し て いる 事 が あ Be 
FIFE; & LC ILA LIE HLYRD magnetite, AZtER©@ plagioclase (An. 
97 ~ 62%), 及び 赤褐色 の 鉄 で 酸化 物 , THE OUT AFL 3. ATSDR 
BREE DSI LISD ICBO ON SA, 薄い 時 に は 明 腔 で は な い 


(Fig. 3), 複 屈 析 は 外部 の 方 が 内 部 
より 僅か に 高く 感 ぜ られ , RES 
RCI OBAS— HICH, RAF 
Rit RUE Cie OFF Ba = 1.686~ 
1.689, 6=1.692~1.694, y=1.710 
~1.713 で あり, Fil fait Bee 
次 で 測 つ 結果 2V (+) =57°~59° 
CHD. MAE LM IC AMORA 
Ck yk, £ OMWAILKE WE 
FNICHZ, fl, 本 鷺 石 の 比重 を 測定 
- Lehihit 3.317 (4°C) で る る < 
PRA OILSARK a,m,b,c, 
面 よ り 成 る 単 呈 を 選び , ZR. 
タレ ーー 液 に て 選別 し , 馬 鷺 形 強 磁石 
を 使用 し て 磁 鉄鉱 を 含む る も の を 除去 
し , A CRARGAGEE FE CC ABRIL, 


Fig. 3 


ADE ROWE AEE RS 
TABHEA (010) 
Pp; HERA mM; 磁 鉄鉱 


第 1 表 
We. % | Mol. prop. Be pene ee Narre ie 

SiOz 50. 58 | 843 | Si 843 1846 } 2000 

Al,O; 4.01 39 | Al 78 ae 

Fe,0; 3.22 44 "| Fe” 88 193 

FeO 7.31 IOS Be” 101 221 ree 

MnO U.17 | g Mn の 4 | 

MgO 13.61 | 340° | Mg 340 745 ge 

TiO, 0. 68 | se ae 9 20 (1970. 

CaO 1851}, 380-4" 16 Ca 320 723 

Na,O 0.71 | 11 | Na 99 48. ony 

KeG.o 4 20-98 De erik Ald 4 9) 

HO + 0.69, © 2734 6000 

HH20— 0.4} | 

Total | 1€0 13 | | “ 
ES SE ES ee LS EEE SEES to eae ee ES 
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精選 せる も の を , Sr ApGC RL Tea HORM, TEAL ABS IE 
Fit, 原子 比 は 第 1 RICHI YD CHS". 
_ 薔 朋 輝石 の 化 提 式 普通 輝石 の 化学 式 に 関し て は , F. machatschki の » 
~{Eest?), B, E, Warren KU J. Biscoe O{E3#xt?), W. A. Deer RO 
L. R. Wager O{EX® DREMALOCHD, ZORRKIC IO THD 
す と 前 頁 の 如く に な る 。 
1) F. Machatschki の 化学 式 
XY (Si, Al),(O, OH, FYe 
{A8L, X=Ca,\Na, (K), (Mn), (Mg)., Y=Mg, Fe, Mn, Al, (Zn), (Ti). 
Xo-770 Y1-200 (Si Al)o.000 (O)e-000 
2) B. E, Warren Ro J, Biscoe Of(E 22x a8 
Xin Yo-m (Si, Al), (O, OH, F)e 
jai; X=Ca)Na,K; Y=Me, Fe, Al, Ti, Li 
Xo-770 Yi-200 (Si, Al)2.000 (O)¢-090 
3) W, A, Deer RU L, R, Wagen の 化学 式 
(XY [(Si, Al)z Oc] 
(AL, CO(EBRILGROB STS S BBD (ERIC SIT Do 
(RV) ios (SEAL) O8) | 

hoO=ticwe (Si, Al, Ti): O Ob eins 2:6 LD —-RMT Sas 
(Ca, Na, K) と (Mg, Fe”, Fe”, Mn, Ti) の 比 は F. Machatsclki の 式 に 
"は 一 致 せ ま (Ca, Na, K) は 1 より 少く , (Mg, Fe”, FEF, Mn, Ti)it 1 kp 
Bro fit, W, A. Deer 及び L. R. Wager の 式 に 依 れ ば (XY)1-07 & 
OWS 2 に 等 し く な り , MET SERA Z, 

Wo—En—F's AIAG % wollastonite (Wo.=Ca Si O;), enstatite 
(En. = MgSiO;), 及び ferrosilite (Fs. = FeSiO;) の 重量 比率 で 示す 三角 
形 図 に 投影 し て 見 る と 化学 成分 関係 は 明 に な る (Fig. 4)。 rate etic diop- 
side (Di. = CaMgSi,;O,) —— hedenbergite (Hd. = Ca Fe Si206) の 線 を 
Bl < SASH, RWI Wo. 39.13 En. 34.78 Fs. 26.09 (Wt. %) で 
あり , Di- 有 Hd 線 より 下部 に 落ち る 。 と の 事 は , Machatschki の 化学 式 
に 於 て , X=(Ca, Na, K) <1 で あり, Y= (Mg, Fe’, Fe”’, Mn, Ti,) > 
1 と な つた を 結果 と 同じ 事 を 示す も の で あり , Machatschki の 化学 式 を 満 


a it ks 


> 
a 


4 


1) 総会 に 於 こ 発 表せ る 分 析 値 に た 就 て , 河野 博士 より の 御 助 言 あ り : 再 分 析 を 行 つ た 
結果 で ある 。 

2) F.Machatschki, Zeit. Krist. 71, 229, 1929. 

3) B.E. Warren and J. Bisoe, Zeit. Krist. 80, 401, 1931 i 

4) W. A. Deer and L.R.Wager,Min Mag. “5, 16, 1938 


ETRE bois 47h Di-Hd 


LICH S BRAORAOA CH 


D, FUSE ALR?) の 指摘 
され て 居 ら れる 様 , 普通 弾 石 の 
化学 式 は な Machatschki の XY 
(SiAl)。 Os は 不適 当 で あり , & 


ろ W. A. Deer BU L.R. Wa- 


ger D{EAT (XY )2[(Si,A!),06] 
CHRDOT REY CHS LBZ 
So BHBE?) 2777) Bm 
OMe L, カル クア ルカ カリ 
af D Mee BEA % .Wo-En-Fs 


wo Me 
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ES. Fig. 4 : 
Eo er ee Wo—En—Fs =f (att) 
HP Dee HG it Wo 分子 に 富 1. 末 谷 越 産 CHEE) - 
み Di-Hd 線 よ り 上 部 に 落ち, 2. 聖 山 産 (河野 ) 
カル クア ルカ リ BED も の は 3. tig He BE (RES) 
IT HAD も BO ee ae ee 
Di-Hd 線 よ り 下 方 に 落ち る 事 4 eye Game BER) 
EWEN IVT So 5. UL Be (ARE, FASE) 
AA ORES BLOM <1C i 18 = ee 
at Si | は 県 日 ) 
Bandose DAN IAT NA) GF < 人名: ae 
で あり , 同氏 の 逃 べ られ た た を 如く 
に Di-Hd 線 よ り 下 方 た 落ち る ろ 。 第 2 Ea 
構成 分 子 He wt. % 
び Washington 氏 に 依る 化学 a 
4 a px Ca Mg Sig Og 76. 16 
分 子 を 算出 する 方 法 が 従来 行わ Me Si 0: Ay 
心 て いる 基 の 方 法 に て 構成 分 Fe Si O; 713 
子 を 算出 する と 第 2 表記 示す 様 Mn Si O; 0.14 
CES, HORCHKRSLBRG Fez O5 5. 63 
BF 76.10% ERS ZRORD Ale Os ey 
を 含み , MMB Fit bw ree 8 
TAB, へ デン 交 石 分 子 は 存在 
1) 河野 義 礼 : EWE, 22, 61~69, 昭 14. 
2) 高林 純 一 , 北原 順一 : aie 35, 15~23, Hg 26. 
) 富田 達 : 地質 学 雑誌 , 44, p. 953, 昭 12. 


TEI YBU= GB LE FRYE — : 


地球 ) 9. p. 415, 昭 3. 


rs ; i % x 


{24 SAB MB RES BH 


し な い 。 apa RO Irving») は San guan 地域 と 講 種 入山 岩 中 の 各種 
BR CALS PE 行い , 


ei TERT & AH 


SRR | aS OH ics clinohypersthene 
Alea wt.% (BE dh) wt.% MEPL a 
- nine 7 の 分 子 に 富む の は 高山 岩 
S05 ; 62.4: é te 
> 5 y の 
Al,O; | 17.85. | 1.43 で あり , Hints 
| i aid 3 aE Eh I> 
FeO, 3.81 1.47 下す る に 人 従 減少 
FeO 5.78 19.49 SZtiutr., 輝石 安山岩 
MnO 0.1 0.89 の 卓上 出す る 温度 で は 
~ MgO 3.72 23. 08 clinohypersthene4}-¥- 
as is を 24 % SeLRoec 
ag * % ee Sn : 
K.O eH SPS AOR ADE 
> 1,04 0.89 0.52 酸 は 54% OLOCH 
H,0- 0). 66 0.24 0, ZOD THER 
P205 | 0.18 の clinohypersthene 
TiOg 0. 25 U. 21 分 子 は 7.8% に すぎ な 
Total | SA | 1C0.,59 
= 5 . EOE 
fe x SiO <I th 
HAA, de So ety aan ei ee 
Bandose Mn,MgCa, AL RRMA AGE 
ST SA 


含む 岩石 は 前 述 の 如く 
hypersthene augite 
andesite MEGA b, AYER ue ae FRR ABA C, SEF IC 
CIR AdIARE A (An. 64 ~ 66%) 普通 輝石 , SEGRBIG, Bekok: OERY 
質 よ り 成 り , 構造 は hyalopilitic で ある So 箕 卓 と し て は 今 研究 対 笑 と せ 
SBA OP ic A Lit PAW OREA (An. 69270% 0) 及び 自 形 長 柱 
KOA RBLA (a =1.695 B =1.704 y=1.709 y—« = 0.016 2V (—)= 
53° ~ 55°) を 存 し て る 。 TC COHARAIKOILAES AERO DERE O 
Te rg see” ea eg ee 
i 11. 4.4.4 ~5 即ち Bandose で あり , —pAS HERE OILAESEIS Xo-c9s 


SiO; & 7h ) SRR (Le eS 2S (但し X= Fe”, Fe”’, Mn, Mg, 
Ga, Al, Si ='Si, Ti, Al) 


結 語 


本 谷 越 産 の 交 石 を 化学 分 析 せ る 結果 CaO の 少量 で あり AL2O。 D4 Wik 
を 示す 。 HESS EME AT S—Mo Lis CaO wf FeO; 4 0, 


1) E.S. Larsen and J. Irving; Amer. Min., Vol. 21, p. 694, 1936 


ea 


- / 


ia FE mw x Es 25 
BOLTS, WEIR G LED h AWTS Aon om, Ma 
砂時計 構造 , HED EB S$ OIL FeO 7~10% の 多量 で ある 事 が 
多い と 伊藤 真 市 氏 は 逃 べ られ て いる が り , と の 点 に 於 て は 一 致す る 。 昭和 
27 年 大 分 大 学 に て 開催 され た 日 本 地質 学会 総会 に 於 て 発表 し た 後 , a OF 
面 の 問題 に 非常 な 関心 を 持つ て 居 ら れる 方 々 より の 御 問 い 合 せ に 答え て 乱 ! 
稿 な が ら ペ ン を 取 つ た 次 第 で ある 。 

ABZ ESICYD, TPMEIC OV CARE SAMESLGORMLEHEABEL, oF 

びに 種々 御 便 宜 を 計 つ て 下さ り , GHEE SOPREA AREA, HORE Be, Gig 

山 助 薇 授 に 対し CHEST Bo 


FAB RRS LOD > HAR OR KF vy alah As \ 
(CIF SLEHAROEVICOUT 


On minerals in the soil of Beech zone and Podosol ¢ 
zone at Moriyoshi-yama, Akita Pref, 


ae 松 四 BS (Shiro Kanematsu) 


Dill 


緒 

1949 OR, 農学 博士 , PARSER, 秋 田 県 森吉 火山 の ポポ ドン ソル 

(Podosol) 王 壊 研究 の 為 め 登山 せら れ , その 際 各 地帯 で 探 取 せ し 土 壌 を 提 
PEE EN LE, 筆者 は 土壌 中 の 碗 物 の 分布 状況 並び に 性 質 E つ いて 研究 
し , その 概要 に 関し て は , 既に 日 本 土壌 肥料 学会 に 於 て 発表 すり 。 そ の 後 
FURRIL A Sis, 簡単 で は ある が , — iM EY LEDC, @ 


\ に 報告 する 。 
ea Care HHT: 2 ORL REL FAME) DL, 塩入 博士 に 感謝 の 意 を 
ca 


位 a) ART IL AKA EEK BOR BIC 位 す 一 消火 山 に し て , 頁 

は 打 当 有川 , 北 は 小 叉 川 , 西 は 第 三 紀 丘陵 と 境 し , 東 は 焼山 衝 山 の 一 部 と 接 
せり 。 

地形 及び 地質 : 森吉 山 近 傍 の 地質 に 関し て は , 大 日 方 順 三 氏 に より 詳 

細 に 調査 が 行わ れ , 凄 災 予防 調査 会 報告 第 50 号 に 発表 すら れ 居 れ り 。 氏 
の 報告 に よれ ば , 森吉 火山 の 火山 活動 は 第 三 系 中 新 統 に 始まり, Be x 


BE VD BRE @ ak B 364 4 号 昭 和 27 年 8 月 
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(248) (1227 ND — (1298) eee ONO A 
mile, pay (1454 M) を 火山 丘 と する 二 重 式 火 山 な り 。 


FIOM = Rist KORRES ORAL 平坦 な る 地 を 作り , 森吉 


NO PABIAAE INC HEL -CHREL CMB OSes 3 1d KE IK OFC L- 


PARED Re BURL CAA ICH ZATE Do AKIN TE ESE RCAICE) 


り , 末期 に 至り 燈 岩 及び 泥 流 を 出せ h と 。 

試料 作製 方 法 : 先 づ 試料 に 適当 の 水 を 加え , 指 頭 に て 能 く 砕き , 再三 
RIC L DYRIEL ZK, 府 植 質 を 除去 すん が 為 め , Tr S=TKER 
加 し て 二 三 千 洗 浴 せ り 。 か くし て 得 た る 試料 に 夏 酸 を 加 を (HORE 2(Mg. 
Fe) O,SiO。 RU RBUMULADE BAS ZBR EL IRL AMEE A) ED 
の 周辺 に 附 着 せる 水 酸 化 鉄 を 取り 去り た る 後 , 蒸溜 水 に て 洗い , MRRE 
試料 と せり 。 3 

鏡 下 に て 観察 する に 当り て は , OMA HY CBE BIR HN 
<: — Fe BRILL ZTE OFLA PIC CHE C EAE DPE BRED 

。 粉 末 と せる 試料 を デッキ 春子 上 に て , = b BAY Y HK (n=1.56) 
oe ee 

(1) 500 Ki aIC CHR SBE IC SEER AVEME LC, BERUR 
RA, AAMMLLUCKRENA, eG, MARU ROME, # 
雲母 含有 す 。 石英 は 円 味 を 帯び た る も の と 角 秩 を 有する も ゃ の と あれ ど , 中 
に は 炊 友 石 針 並 ひ に 磁 鉄 貴 を 包 庫 せ り 。 又 去 武 角 関 石 の 中 に は , 往々 磁 鉄 
鉱 と 絢 石 と の 細 粒 状 集 合 物 (オペ パー サイ ト 総 ) に 変 移 する る の あり 。 

(2) ya sbH (840 2K) ARIA AR OVE RE, 混在 し 土壌 中 に 石英 , BE 
A, Ra, SHERROD BOR, 黒雲 母 合 有 せ り 。 石英 は 500 
米 に た 於 ける 土壌 中 の 石英 に 比 し 稽 々 減量 せり 。 稚 長石 は 時 x 々 アル ベ バイト 式 
双 卓 を な し , 概ね 酸性 長石 (SPREAD) hbo, HR EO Ic 
普通 輝石 は 下層 に 至る に つれ , その 量 を 塔 加 し 共に 短 柱状 を 時 せり 
(3) ポ ド ン ル 地 帯 (1280 米 ) は 造 岩 注 物 より 導 する に , Meee 
る 安 出 内 に し じ て , KAFAKOMMARAR? 5 

AB Re, BRE, RAB BOAICT, 多く は 自 形 を 時 し, 
eH Mah USB, PRICE HES Fe RE AEEERD & D&B A2 Hy 18 
HAG 37—AO BEL CH REBRAZNL, 

AMEE, BG, BREE ELL, 外 に 少量 の 砂鉄 鉄 及び 角 関 石 あ 
Do PARIS PRBCOR INL, 共に 淡 緑色 か 緑 礼 色 を 呈 し , BHC 
(STS FICO MEE CFT SLHD, CEOMGEMAICLE Ficeeet 
SIC BRBROCH, SRE VU CHAS 2KotMmit, sen sy BR 
は 赤褐色 を 時 すか , Beis IG is AREAL Dg 


XS 
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UCHR ICBEL Clk, 未だ 詳 か に せ ざ る も 針 薬 樹 の 府 植 に 強 き 酸性 と な 
り , 降雨 の た め 府 植 酸 は ゾル と な り , BB LIC TRICBBT SAS, と 
の 浸透 され し 土 層 中 より , 鉄 , B+RHtes, 脇 質 的 に と か され , KE 
腐植 酸 か , フル ボ 酸 と 複雑 な る ジル と な り 移 動 し , 周囲 の 編物 を 取 囲 むか ; 
或 は 浸 淫 せる る の と 考 を ら る 。 
(4) - 森吉 山頂 は 古来 よ り 塩 茎 性 順 出 岩 よ りな る と 報告 され し が , 本 地域 
より 探 取 せる 土 壊 中 に は , SICAL, 他 に 造 岩 距 物 と し 酸性 長石 
(次 曹長 石 か 中 性 長石 ), NE HRB, KRG OSE ORGS, 
REROREY SAE b L4, BRRWAL EBA So 
Pe ee ee BEAL 
RLGREAREE ET. HARI, いづ れる も 黒色 短 柱状 を な し , 中 に は 周 
FASSMELIBBE LEM SEODD, i 
以上 各地 帯 に て 探 取 せる 圭 壊 中 に 含有 せら る 確 物 を 表示 すれ ば 次 の 如 し 。 
以上 より 次 の 結論 を 得 た り 。 
ie 500 米 標 高 に て 採取 せる 試料 中 に は , SAA ACR OL, BEE 
石 る 酸性 に し て , 流 紋 岩 を 母 内 と せる る も る の の 如 し 。 
2. FIMAICIL, BRIE 500 米 に 於 ける も の よ b Hib Ric cAMP 
物 を 混 じ た る 点 よ り , HEHROABRAORULDE BALES LOC IN 
ee 
3. KE Yo He s Re RWB Bet, B,C. 層 に て は , 糞 
右 類 及び 人 長石 類 は , - 鉄 そ の 他 の 溶液 に て 色 染 せら れ た り 。 
4. 山 拓 の 各層 に 石英 存 し , 母 岩 は 石英 安山岩 と 推 考 せら れ な た り 。 


大 分 懸 玖 珠 鏡山 に 記 け る 母 岩 の 獲 質 に 就 い て 


The mother rock alteration in the Kusu mine, 
Oita Prefecture. 


木 下 亀城 (Kameki Kinoshita) 
7 田 Ff 導 (kunihiko Muta) 
VI @ AFA ORE 


鈴 床 を 形成 し 上 且 母 岩 を 変質 せしめ た 硫酸 々 性 沙 液 の 大 部 分 な , BG CE 
革 化 合 物 の 酸化 に よ ょ つて 生じ た HSOn tc KL, 酸性 下降 水 た な た と を ば 硫 
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[Sia RIGS 10-C AEC ARIE * PER RIL GAIE ( D1 部 を 除い て は 著しい 
変質 作用 を 与 を な いも の と 思 れ る 。 GRLAEGMUOGUA CHE 地表 より 
BSN 5m (GH, か まる 部 分 で は 下降 水 に よる 変質 作用 も 考慮 
され ね ば な ら な いと 思 れ る 。 BAKE DHFS Skid pH. 2.5~2 で 極め て 
酸性 が 強い 。 叉 鉄 体 に も 多量 の 看 百 石 を 生ま る 。) : 
TL COMA SSLMIC ESET SHE ROLMLAOKMD DS, Esko EF meme 
PER WIC Ek OARS NHS RAM DRICH ONZARAODHOS £ 
り 見 る る 明らか で ある 。 一 般 に 下部 より 未 訟 質 な 岩石 に 接し て 粘土 帯 の 発 
達 が あり , 地表 近く に 従 つて 東 化 帯 の 現 出 が 著しい 。 即ち 変質 岩 の 分 布 に 
る も る ほ き 帯 舌 分 布 を 認め る と と が 出来 る 事 か ら , 恐らく 上 上 昇 熱 水溶 液 の 温度 
圧力 及び 酸性 度 が 地表 に 近 ま くに 従 つ て 順次 変化 を 示し た も ゃ の と 解 了 さ る 
べき で あろ 3 う 。 
変質 作用 の 過程 に は 常に 新鮮 な 岩 夏 が 炊 々 に お か され て 行く 場合 と , B 
舞 作 用 の 1 部 が 常に 多少 づ ヽ overlap する 場合 と を が あり , 前 者 で は 変質 
帯 は 比較 的 帯 其 に 規則 正しく 分 布 す る に 反し て , 後者 で は 決し て 整合 的 で 
te © RAR ABLE SRE BTS. 勿論 下 者 共に 共存 する 場合 も 当然 


考慮 され る が も し ゃ も 変質 を も た らし た 溶液 叉 は ガス 上 昇 の 途上 に 不 浸 邊 


性 に て 上 お か され 難い 岩石 が 存在 する と , その 変質 帯 の 分 布 は 一 変 す る 。 
岩手 県 松尾 鉱山 に 於 で は 富久 休 の 分 布 は BURA D 分 布 と 一 致し , 
sansech kD OBO PRMRORE HP Cle Bin fitie RT) HG CN OE 
s 3: Cap rock の 役目 を な し , Wb ALOWROE He BL BBE HB 
来 せ し め た も の と 思 れ る が , 同時 に 母 岩 え の 変 質 作 用 に る 大 な る 差異 を 生 
ぜ せめ で いる 8 

一 方 本 邦 硫 黄 ICA TIE, 多く の 場合 多 六 質 な 母 内 の 部 分 ,, 特に 角 
Foe SEPRAYIC BME LD, 徒 つ て 鉱 化 帯 の 形態 は 此 等 岩石 の 分 布 と 溶液 
又は ガス 上 上 昇 通路 と に よ ょ つて 支配 され FORGE HSA 7s Rt AIR AB 
し , BRITE WEHRO 形態 を 余り 示さ な いう 。 と れ は 硫 昔 鉄 床 を 形成 する 
硫黄 の 多く が 硫 気 ガス より 生じ た を た ため, 卒 際 の 多 し 母 岩 の 部 分 に 特に 自然 
BERL POEL Die NLD CHSDS, WARM AS GR ~ PEAKS WA 
Die Wy HWE S 1B (TBR TERE A PIE LS BE OR 
容易 に と 生 ぜ し め 得 る か ら で も ある 。 


1) FISK SARELORERIC k So 

2) SlWEEEES: FOKBS 64 & 728 & p. 309~314 (1948) 
‘ » 654% 7308 p. 1X6 (1949) 
” ” 66 4 740 & p. 20~24 (1950) 

” ” 66 4 743 -& p. 164~169 (1950) 
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PERSAIUICIS TC BIRG ( EMOM EAs 6 WARE LOOK REPEL ORES Ras 
Heb ABS GMCM ee DB ROLIRN, ARTRE KTR LHO 
BE DAWG ANCOR, HICSMKOTR 4 Bion ¢ AFI 
ISTIC MiEIRE RL, REA OME BIC IE SZ OCHS 2, Te 
bE LL ORT SWS, WROD ANOMD IME (ZO 


第 5 図 (4) 第 5 図 (7) 
PER) PESACH AAT IS TARR BETICIAIT A AY 
0. . SKA (硫化 鉄鉱 染 に 富む 青 0. . SK (BR LIC Bt) 
Race 


KR. .2~v6cm OP Toe 

特に 10cm jt < Opt 
% 0 RICA 

lem DFORRS Lo 時 た に は 
RS [RR IBN AR ERE LA 


K..€25~5cem の 安山岩 質 円 ; ig Bo 
Bek りな る o 

1)... BRARWA BYE A x = &. is 
FLElemYFoOCoOS , 


第 9 図 (4) 
GUCCI A ATIF 
0. . Kt (REAR 
BAK SAIC CHER Of ait 
LUTE Do 


. 
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LVS CH BELEN, CLOT hL BRAOKERAMESMN, LP XS 
事実 は 本 鉱床 が 地表 近い 個 処 で 生じ た 事 を 示す も の で あろ る う 。 第 5 RICH 
BAL OSA CHD MICSMAO IRE RL ICDS, WORDS IC HE UL ADE 
に 変化 する 部 分 や , UBM IC 変化 する 部 分 の BC ICE ~ SLR 
(Bik, BULGE BEML) DIGETS, VHCKE VBE (ANALY 
RED Te DCL EPHIC LO CHK BRE 8m~1m BO—WAlGKoD tO 
が ある 。) の 下部 で も (A) MOMS, SewPtBoTAiccawkaeye 
し た 如く に 鉄 休 が 発達 する 場合 も みか ら ね れる 。 aN ee 

bs Oln < BLRIL HE CHT iS Me CI ICH Ce, RE 
BLD ZICHO TC BLEDEL vo, iL CHES AEB OMBOKINE 
PE RORBOK)DERTBRRE\, 即ち 此 等 の 事実 は 鉄 体 の 生成 は , 
此 等 母 笠 の 変質 作用 と 共に 行 れ た 事 衝 物語 る も の で , BOBBED 
溶液 の 諸 性 質 の 変化 の 外 に , 母 岩 の 構造 和 的 な 変化 に より 相当 大 き く 支 配 さ 
れる も の と 思 れ る 。 : 

然し 変質 帯 の 形成 に 最も 重要 な 因子 は 溶液 の 酸性 度 と 温度 で あつ て , FE 
来 の 研究 に よれ ば , 酸性 度 と 温度 の 変化 に 従 つ て 生成 人 鈴 物 を 異 に し , 相当 
高 財 に て ( 約 500°C 前 後 り ) 酸性 度 が 高く な いり 場合 に は 鋼 玉 , ダ ィ アス ポ 
> ROBMASEAL 更 で 酸性 が 強く な り , 温度 が 降る と 以上 の 講 鉄 物 
に 代 つ て ヵ オ リン を 生じ , 更に 酸性 が 強く 温度 が 下る と (カオ リン = 350 
~370°?) BAYER = 100~200°C?)) BARRE EAS. TL CHE ICREPERE DS 
強く な る と 以上 の BRUNER S 1, SCRRSEL > BAMEVERADS 22 © iL 
る 。 即 ち 此 等 護 鉱 物 を 構成 する 諸 成 分 の 大 部 分 は , BAO BRKDODBR 
作用 に 依る 溶出 移動 及び 集積 た より 仰ぐ と と が 出来 る の で , 以上 の 酸 の 強 
さき 及び 温 庶 の 変化 が , 地 事 に 近づく に 従 つ て 順次 変化 し て 行く と 上 述 の 如 
AL IO IK Hi & nT CBS 

ROCHA FLIC A SHEE O RIC Ih 数 々 の 考察 が な され て いる が 3 う 3), 
叉 HS OEIC KOCLEKS, (2HS+0,=2H,0 + 2S) Becker*) jc 
よれ ば HLS か ら H,SO. を の 酸化 に な 201500 カ ョ リー を 生じ , HLO4S - 
を の 酸化 に は 59100 カ ョ リー を 発熱 する 。 従 つ て 地表 面 の 如く 酸素 が 通 
SIC lk HS は 完全 に 酸化 し て 硫酸 を 生じ , 酸素 の 不 充 分 な 個 処 で 


1) G. Firiedel: Bull, Soc. Min. France. 14.7 1891. 
Hw Bauns ‘Zeitet snore, chem 72 ose Oks 

2) 岩 生 周 一 : ARERR SARA, 昭和 26 年 4 月 (京都 ), R. T. Leomard: 
Econy Geol 22. 1927 

3) A PAR: 九 大 理学 部 研 宛 報告 第 3 和 伏 2 号 p31 照 26 

4) “G. P. Becker: Mon. U. S. Geol. Survey, Vol 13. p. 254, 1888 


Cs OG. ES RE RG 131 
KE FIC EIS ERIE 2 ] | 

NN eRe) BRD eRe 
LRRHUICA RICA IVEAZOC, HS ガス は 酸化 され て HERPES Te 0, 
Bea BAPE SZ SPS, PRISMA LAS SIC HET, 温度 は 低下 す 
る 。 之 に 反し て 酸性 度 は HS OAT HRA OME (地表 に 近い 程 酸素 
- の 供給 は 充分 と な る の で ) に より , い さい か る も 低下 せま , 却 つ て 地表 近い 程 
酸性 度 は 高まり , AMOBWA AL b OFERE b tno HUF ¢ CARER (LEE 


認め る に 至 つ た も の で あろ る う 。 又 地表 へ 遂 ま る 噴気 孔 及 び 烈 鐘 の 閉 寒 或 は 


開通 其他 の 理由 に ょ つて 外圧 が 高 ま つ た を たり, 又は 低下 ある と , 人 鉄 化 ガス の 
液化 ゃ 熟 水 溶液 の 気化 等 が 繰 返 え され て , 其 度 に S を 沈 濾 せしめ た り , Bh 
は 硫酸 性 溶液 と な り 皇 岩 え の 変質 作用 は 更に 進め ら れ て 行く る の と 思 れ る 。 


VII 鏡 化 fe 用 
本 鉱床 に 於 ける 鉱 化 作用 に は (1) RARE EIA DATS BEBE 
生成 (2) 硫化 鉄 鉄 の 生成 , (3) Brag ‘ E78 2 HOARD 3 時 期 に 分 
た れる 。 
FAR AATD LACIE AUT HAR CHT 3 BOR 
MEME L BEES E OBEFOIA, FLIRCADIC HAE OTIC BA. BURR ERE GLI 


第 3 He CERSALUICIAD Sh saIIBR- 


CkOCEx*MHSNS, AMKOLOLS ( wTEIC ZL XK, むし ろ 
BALERS @ HANK IC BS IL 7e7}> han eRS CORREICESIL Ces 
EBB, D\ FBR AO ARDS, BUESGLICSEAL CARS 
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れ を 事 を 示す も の で , HTMTMLOMEA TANK BIC, ERR QIC ALTE 
BW CL ONC BEACSESEE PRIME LD, TOBEIC LIKOM < MBit BRIE 
され た も の と 思 れ る 。 MLA 2RHUICKHcA 今 な お HS ガス の DIE 
みる 個 処 が あり , HEL Tx 5 HAMBLD ERASED 5S BS 勿論 不純 硫 昔 
SORA CE BULGED AHIGENKLOEAGNS, KEZPALBM 
SEE 0 BE Le RBRGLD 75 DC SHA EBRS ICSE ILL HK CEL 多量 
の 硫化 鉄 鉄 を 包 有 し , 前 者 の 如く 硫化 鉄鉱 腺 よ り 切 断 さ れる 事 は な い 。 叉 
EGKD LOL, GUCRM RRO kL CEL CHS, ML CHER 
鉱 の 生成 と 硫化 鉄鉱 の 生成 と の 間 に は , 常に 密接 な 成因 的 関係 が 認め られ ; 
大 部 分 の も の が ほとん ど 同 冊 時 期 に 僅か な 時 間 的 な 差 で 相談 ゅ で 生成 され た 

る の で ある う 

Si eee NN ee SARL DID, 極め て 酸化 し 易 
Wo, BX ht RBKe BL, カオ リン や 令 白 石 を 中 心 に し て 同心 円 
RNA CE ee 
液 が 弱 琶 性 の 時 は 白 鉄 鉄 の み を 生じ , GRGREPEORFIA PRE £ AGRO 
QA, ML CHRO A ICL BUESRIT SCR L igo, BIC ARSE 
PRIC DSC © BRALSK & AEE L 7D ARVERS IAA D BRC Te BEER CHO 
た 事 が 考え を られ る 。 GEOTD § SHIRDEAC BREE OKARKGSNC 
は , 前 述 の 如く 相当 に 温度 が 高 i ee 
SLR CY RIC 接し て カオ リン に 富む 稿 土 帯 の 発達 を 認 る と と が 出来 
る 。 此 処 で 興味 深い の は 右 御 番 塊 慎 中 段 に 於 け soa eH tt 
化 鉄 鉄 々 体 と GG EORTC IAR 20~50cm (CROC 硫化 鉄 を She 
し め た 青 放 色 結 土 帯 を 生ま る 。 PRLS CMTE (AEE, eee 
SHES) を 多 産 する 個 処 で は 粘土 帯 を 認め ま , BORGISARERABORIER 
BL RA~RA EOE (HEIK 指 頭 粉 状 化 する ) に 接する 。 (第 6 図 
イ ) と の 様 な 事実 は 叉 硫黄 鉄 が 母 岩 と 接する 個 処 で は 常に 認め られ る 。( 第 - 
6 図 pz), と れ は 硫黄 の 生成 は HS を 含む ガス の 作用 に よ つ て 行 れ た を 為 
Ys HEA AD Si 以外 の 諸 成 分 を 深 出 し た た 前 者 と は 異 つ た 変質 作用 
を 母 岩 の 与え を た も ゃ の と 寺 れる 。 

HAO BUEENICR SCRA ADIDAS 6, 仏 頭 状 , 皮 帝 状 豚 状 及 び 
不 規 則 な 塊状 で 産 す る 。 HERR ERNEIA SAR IC L ORR OPELAE (カオ リン 
化 ) DHE ICON”, Bek DRAIN oh, eee! 
EFICHUERT TE, WORRARA ALL CRIBLELOCAZ 

PRL BL- Tk, ROME RMR EV Ralcit 


ee r ご and J. L. Crenshaw: Am. Jour. Sci. XXXVIII 1914 
2) PUBIC SWAG D7o00 < KREBS DA VY vy REFS LILI CH Co 


s 6M (4) & 1 SSbEIC A 第 6 図 (=) 
ける 母 娠 の 変質 


E oe (RHBOREEAS BD) WE AG EBILVEFAX 5 く ) 
EE(LR EDR <0 Brit (HAY vB) 

F SRLS ( 原 岩 の 構造 折れ る , W See Cem) 

DAVY 硫 BE OK 

BIMK (EGR EL TS) Hitt k RDK 

EH REOREEL ET) 

== BUN 

ERIC Et eerto ot 


ac 


bd id 


OOOH 


褐 鉄鉱 が 沈 滋 する が , FIC HEMEPE DST (7. SE GRUBPR A AES, TLC 
PEE ASAE D, Mit HS VALAT SiH CH Hoc HAARE 
BIC BEN ARH ABET SUCK IAL OS WIC ree Zap 
(又は 周辺 部 ) CHAE EAC CE, BUKIAKPOIAM SNL BOS, HE 
様 に 溶液 中 へ 導入 され た Alt (Li OBER Y 1 HEBEL め て 容易 に 
BAAE EELS DC, か きる 作用 に 依 つ て る DULESICHAOCEA 
石 の 生成 が 行 れ る る の と 思 れ る > 

ic “SR weirs: ‘Lt Dit C7F EAB CO aoe ae Ee, 或 は 
SLADE BTAS RAIS 話 解 し て 生じ た 卒 洞 中 に 未だ WEARER COE 
TSo BIAICHN CHC, 以上 の 人 鉱 化 作用 終了 後 叉 は 基 途 上 に 於 て 地下 
深 処 より 5 り 上昇 し 来 つ た 溶液 が 度々 外圧 の 念 滋 な 減少 に よる 噴 騰 又は ガス 化 
に よ つ て , PERRBROFE ICL OAL KELOCHS, 


1) 早瀬 喜太郎 : 早 稽 田 大 学 理生 学部 研究 報告 4 2% WB 26 
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以上 の 3 者 に 就 い て 分 光 分 析 を 行 つ た を 結果 は 次 の 如く で ある 。 


第 4 表 硫黄 及び 硫化 鉄 の 分 光 分 本 


試 %} Fe Al Si Mg Mn Ti Ba Ca ‘Ag Pb Cu ZnCd Ge As 
不純 硫黄 S S S ェ ~W W S4-W+ + oS Bee ee 
雇 2 目 硫黄 - W- - SIN as ok EE PS 
mika X WWW OWW -—- - WAM +~WM MW & ?- 


記号 S#a\., M IOMRS, W HBV, 非常 に 弱い , ? BELL. 2? 極め で 

BELV. X 主 成分 (APTA. 国分 信 英 ) 。 

4 ROM ¢ BE フ 目 硫黄 は 初期 生成 る 硫黄 に 比べ て 純 灯 で ある 。 又 硫 化 

鉄 鉄 中 に た は Al, Si, Mg Offic Mn, Ti, Ag, Pb, Cu, Zn, Cd, Ge, 及び 
As を 認 む る 。  — 


VIII 結 語 


1) ERGALA TORR. fa EL Oo 火山 座 中 に 発達 する 硫黄 ・ 硫 化 鉄鉱 
PRC, 硫化 鉄 鉄 は 黒色 土 状 亡 至 塊 状 と 白 鉄 鉄 を 主 と す る 。 

li) 鉄 体 の 形 は 母 岩 の 選 理 に の ひび た 直 規 則 な 現状 又は 局 豆 状 を な す 。 

lil) 多く の 場合 , 鉄 体 を 包ん で , カオ リン に 富む 六 土 帯 が 発 洋 し , これ 
を 包ん で 更に 更 化 帯 が み ら れ る 。 即ち 未 変質 岩 よ り 粘 土 帯 圭 化 和 帯 の 順序 に 
変 算 作 用 が 行わ れ て いる 。 

iv) 粘土 帯 で は Al が 固定 され , Si の 一 部 及び Mg, Ca, Fe アル カリ 
の ほとん ど が 溶出 され る が , 多量 の 水 が 加 えら れる 。 

V) SEG Cid Si DRO Semon HRC AA NS, 然し 以上 の 各 変 質 
岩 を 通じ て に 本 i に は 変化 を な な い 。 

Vi) 硫化 鉄 鉄 は 及 琶 性 の Orit ROAVKIAW Lb IL LOL 思 れ る 
が , と この た め 鉄 体 周辺 部 で は カオ リン を 含む 頂 士 帯 の 発達 を みる に 至 つ た 
も の で ある 。 従 つて 粘土 帯 の 庶 狭 は 赤 鉱 床 の 探 人 然 に 際 し て 指針 と な り 得 る 。 
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7301, メタ ミク BYKRE Pabst, A. 

メタ ミク ト (metamict) の 話 が 近年 鹿 
く 使 われ る 様 た に た なつ で きた が か が) この 話 を 
PD CENTRO lk Broegger で , KK 
(2dEGWER2 Porodine (v9 FY MFO 
MUL LIELD CHZBAA), 
(ZAFIRA ERC. KANO SAS 
出来 た も の ) 及び metamict (初め 結 品 
質 で あつ た も の が , FORBICALO CHF 
品質 の 性 質 を 帯び る 様 た に な つた ぁゃ の ) の 
3 つ に 分 け て いる 。 メタ ミク ト 録 物 は 光 
学 的 に 等 方 性 で ある が , 一 部 は 異 方 性 を 
示す こと も あり , 一 般 た 不 均 質 で ある 。 
ガ ド リ ナ イト に 見 られ る 様 に , 加熱 し て 
或 る 温度 に 達する と 発光 性 を 示す 。 一 般 
IMA 
後 は 比重 を 増す と 共に 酸 に RPSEHER< 
な る 。 ob YY RAD RIC X 線 的 に る 非 
Heo —ic U 又は Th を 含ん で い 
Bo 

Sikes X 線 的 に メタ ミク トト 状態 を 研 
92L, BREAVS< WARE RS TEV 
Bich VI RGORE, 710°C に 加熱 
し た 場合 に は 等 軸 品 系 の ThO2 &dh He 
の 混 つ た も の に 変わ り , 935°C に 加熱 すす 
Bk, 大 部 分 が 正方 卓 系 の ThSiO4 と な 
'9, 約 1400°C. に 加熱 する と 殆 ん ど 金 部 

DEAARARO ThSi0, に な る こと を 確か 


あめ , ハッ トン 石 (AMM 7214 参照 ) と トリ 


ソム 石 の 関係 を 明か に し , 双方 トリ ウツ ム 
泊 に S22 コ ン シ に つる 実験 を 行 や で い 
Bo 大 き な 柱 色 の 結 品 と し て 産 す る オク 
ラ ホ マ の ジル コン は メタ ミク ト 状 態 を 示 
し , 加熱 後 は 尋 超 写真 る 異な る 。 (Am, 
Min. 37, 137-157, 1952) Gees) 
7302, SH RROMRE ROM HIG 


hyaline 


HEF RROMER I BHAA 
ROPE Straumanis, M. E. 
格子 恒 数 を 精密 に 測 突 する た め に HS 
Wl HRER LOMAS ED 
に 便利 な 図式 的 の 方 法 か 述べ られ , Ta 
に この 方 法 に 依 つ て ECHR FE Br 
付け る 出来 る 。 COPREISRICC Wy 
oe ee 
合 に は 極め て 簡 臣 に な る 。 (Am. Min. 
48-52, 1952) CREO} 
7303, 38) bystromite Mg SF, 
Os Mason, B., Vitaliano, C. J. 
2A*YaID El Antimonio FEC yy 
チ モ ニ イ 鉄 石 中 に, MgsSbeO5 Chat 


る 新人 鉱物 が 発見 され た 。 但し Mg は こ に の . 


式 で 示さ れる より りゃ る 不足 し , LOD 
部 は OL で 置換 され て いる 。 KLIS HE 
状 を 呈し で て で, 左 英 有 賑 中 た に 黄 ア ンジ チ モン ジン 工 
と 共に 産 し , lL, PREITY 
色 を 示 も , 硬度 は 7 度 , 比重 は 5.7 6H 
Do 屈折 卒 の 下 均 値 は 1.86 と 1.91 る 間 
CAMEL, 複 屈折 は ほ き 0.01 で ある 。 
※ 線 的 に 正方 品 系 で , FAN REF PEK a 
=4.68A, c=9.21, tilzslk c=1.968, 2 
ZZ lk P4/mnm で , 結 品 構造 は 
trirutile 型 で ある 。 AGML EAA 
(Fe, Mn) (Ta, Cb)20¢ と 狂 質 后 像 を な 
Fo RAKCARMAlE ス ェ ー デ ン の 結 品 
化学 者 Bystrom Reanim mA sn 
た 。 (Am. Min. 37, 53-57, 1952)(K#g) 
7304, Venezue’a EOMBA Hess, 
Hi He, Dengor.G, 

こと の 板 温 石 は Venezuela © Federal 
HA RHWARA ICKL ESOC, 化 
学 分 析 の 結果 , TAA. Mg7SisOig 
(OH)gnH20 C#HSHnS, Silen= 
14 で ある 。 MAAS(k @=1.5615, B= 
1.5660,. y=1.5670 (何れ も + 0.0005) 
© IAB y-%=0.0055 ES, 
bo TA Pala At RES CE TE Le (—) 2 


/ 


& 


py 28 


47 UG i BL RS & BB 


=47.5° が 得 ら れ た 。 板 温 石 の 産 状 か ら ;。 
超 苦 圭 鉄 秋成 岩 が 動力 熱 変 成 作 用 を 受け 
て 生ずる 場合 と , 縄 布石 と 様 を た, 蛇 紋 岩 
CEL EN GIA ZRTOYEOD 2 
つが あり , ADMIRER AC BER 
—H AMR L Ob MECH AAS 
成 作 用 下 で , BERLE TE HAD 5 変化 し 
て 生じ た も の で ある 。 (Am. Min. 37, 
68-75, 1952) (AF 
7305, Afwillite OF Bie Moody, 
K. M. 

南 隔 Kimberley FEO KK afwillite 
(Caz (SiO; OH)2 2H20) を 試料 と し て , 
碧 金 ボー ト 上 で 電気 炉 中 に 500~550°C 
及び 1000 へ .1300°C に 四 熱 し , 生成 了 物 の 


_X 線 粉 末 写 息 を 標準 物 和 質 の を それ と 比較 し 


dad 
解 方 程 式 は Cas (SiO;0H)>- 


た 。 551°C JMFADIBS(X y-Ca2SiO4, 
正英 及び 方 解 古 の 有 在 が 認め る られ, CaO 
に 相当 する 線 は 見 られ な いかが か, COR 
2H,O—> 
3H,O+ Ca,Si04+ SiO; +CaO “CIES 
れる も の で あろ 3。 X 線 写 真 に よる 方 解 
右 の 存在 は , 生成 され た CaO の 一 部 が 
訪中 の CO。 & MWEL’C CaCO; を 生じ た 
た めで あろ 53。 1000°C 及び 1300°C Fy 
熱 の 場合 の 最終 生成 物 は rankinite 
(CazSi207) で その 地 程 式 は 談 式 で 表 は さ 
れる 。 Caz(Si0;0H) »- See namic 
Si,O7 + 3H20 (Min. Mag. 29, 838~ 
840, 1952) LEAN 


BARU LS 

7306, New Hampshire に 於 ける 
Sunapee quadrangle >#F2EH 
BS Chapman, C. A. 

西南 New Hampshire の Sunapee 
図 幅 は 主 に 変成 岩 か ら な り , 上 部 Ordo- 
vician (?) 一 下部 Devonian の も の で 
ある >; (詳細 な 地質 図 及び 構造 図 を 附 す ) 
AO ACEO BLL, その 北 は 


; AL GDAo. 


前 Devonian © AERO: TE fed BE Rr 
BDbILSo POR RAC AAC Bid 
ら 東 へ (1) Bethlehem 7 RH MEE, (2) 
Littleton & (2S, HEEEYS), (3) 
Kinsman @ YY = BOCK 
NNE—SSW Fic HIF 4. (1) は 
foliation HK, MRROMEBERA 
(2ICEF) を 有する 。 (3) (E01) に 類似 
する が , foliation 著しく な く “> BIER 


変成 作用 は Devon 紀 に 行 は れ , PH 
ICEERVA isograd, Rac HARA isog- 
rad VHS Zo 部 者 ese aoe BE ah 
AXERAIC 4S, 
変成 内 の foliation, lineation, major 
folds, tabular inclusion, BAKE, ~ 
グマ イト の 構造 航 関係 及 成 天 , Zest 
等 に 就 い て 詳細 に 老 察 し て ある 。 
SMR MILAKHELRAOR Ee 
(Littleten formation) か ら な り , それ 
が 廣 域 変成 作用 の 結果 , Bethlehem Fr 
White GEKA Frit), Kisman £3& 
EPVHBICB OK CORMRACHA 
(As Barc Na, (Ca) 屋 義 的 に K) か あつ 
て , ARE, 加里 長石 を 形成 し た 。 HE 
WE CRAIC Whee Pbk 考え ら 
れ て いる 。 COBRAMPED )\BABA(A 
BRE PR) OBR< BAL (Geol. Sce: 
Am., Bull, vol. €2 p. 381-425, 
1962) Ga.) 
7307, FIPAPIVVORS AR 
Keith, M. L. and Schairer, J. F. 
MgO- Al,03- SiO。 = KO AF BM 
fi Rankin 及び Merwin (1918) jek 
つて 与 そ を られ, KB Bowen, Greig, Scha- 
irer, Foster S(C LOCHIE+ KH, 
BAS (LORRI LAMA O 詳細 な 研 
究 か ら , その 三成 分 系 中 の Sapphirine 
field の 小区 域 , 3 の Ternary reacticn- 
point の 温度 及び 成分 を 決定 Leo HED 


oe eee ae 


z 


as 


ol a i aa 


he 2 te 


35 yb: 
ad ae , 
Be ee ( 軍 量 比 ) LEE (C°) 
16,9 3836.8 46.3 1,482 エ 3 
= N_. 16,3--.34.4. 49.3” 1,460.5 
VT AE ee Ane 145955 
共 存 ・ 相 


文 失 品 右 , ムラ イト , サチ フォ ィ ア リン, wR 
W- ょ ファイ アリン, RRB BBA, 液 


Say agape RCL IIT AT y 結 品 は 


1482C°—1453C° の 極 く せま い 範 園 に 於 


. で の み 液 体 と 下 衡 状態 に ある 。 上 表 は 3 


DRE EC Bo 


fh 7 DE WA FE ASE! BH Do (Jour. 


Geol. 60, 181-186, 1952) (FE) 
7308, granite と diabase O{EZ 
PRB Schlecht G. W. & Stevens 


= rel oy 


同一 granite と diabase 試料 に 就 い 
TC, 34 名 の 分 析 者 に よる 化学 分 析 の 結果 


か ら , 化学 分 析 の RENE 


の で ある >。 - 各 分 析 者 に よる 種々 の 酸 化 物 
の 下 均 % eos lh, 最小 値 は RO tig 


マ < で ある 。o 


分 析 値 より C.I.P. W. norms に 依る 分 


Granite 


類 で は , Granite に 於 て は 34 例 中 3 例 
o1,4,1,3 4% 12s 1,4, 2,2 RoI. 

Sicja&L, Bolten I, 4, 2, 3ye 
属す る 。 diabase で は 30 例 中 ITI, 5, 4, 
3; 11,4,4,4: 11,5, 4,4; で 
成り は 全部 111, 5, 4,4 に 属す る 。 Ria 
一 試料 を 用 いて 同一 本 化 物 を 異 つ た 操作 
に よ ょ つて 求め 比較 し て いる 。 Geol. Surv. 
Bull. 980. 1951. ChE) 
7309, WERLIS ARS TERR Et fA E BAe 
交代 放 用 (basification) Chao, E. 
Coir. 

花 沿 岩 化 作用 に 於 ける WHORE 
何 な る 形 で 行け は れる か は 問題 で ある 。 閣 
者 は こぐ 論 次 で 廊 献 より TERME 
基隆 交代 作用 の 8 箇 の 例 を と りあ ば げ ば, を 
の 化学 的 な 資料 に 依る と 物質 の 移動 が 拡 
散 の 老 え で 説明 する の が GT CES 
と 述べ て いる 。 ぁ これ は 物質 が 流動 する 液 
体 と じ て で は 無く 個々 の 運動 する EF 
BFIALL4 AY CWC 移動 する 事 を 意味 
する る も る の で ある と 言う 5 の で ある 。 警 者 は 
Barth の standard rock cell OR¥Gic 
依 れ ば ざ ば 物質 の 附 加 及び 除去 が 容易 に 説明 _ 
され る も の と な し unite rock cell } *§ 

び つ いた 陽 イ オン の 形 で 比較 し で いる 。 
{ima ho ae, fel Ek Se Bepih 
i, BROT TERLEALVERE IL L BBA 
AY D MYR ST 7 IO RR あげ で い 
Do 上 比 等 の 例 か ら , FERRERS heey 
sig: くく 物質 の 移動 が ある 。 MATHRIA 

宮子 分 子 の 岩石 化学 的 極点 は 化学 変化 
mee JDbOE, CORRES Bee 
な 鉱物 相 の 形成 と 対比 され る 。" SOT 


下 均 2 | 衣 太 値 2| ev ME 
SiO, TRA ee 2: IA 71.05 
ALO; kA LIE6 - 18.18 
Na,O 3. 30 3 oo 2.61 
K,0 5. 48 6. 88 3, &5 
ne Diabase 
TBI | PALE 2B MAM 
SiO, OZ RON Dae VImiee OL, 28 
Al,03 LOR ale SEO sale Lo-OL 
~ Na,O 2.07 2.67 1. 61 
K,0 0, 70 1.0 0. 54 


BOBALBORAMER OC that 
及び 基 和 性 化 フ ョ ント は 重複 する 等 の ' 事 が 
帰納 され る と 述べ て いる 。 更に 物質 の 移 
動 の 過程 た 就 い で 考察 し 最後 に 総括 と し 
て , HEE ¢ FEED IFMIC 小さ な 岩 右 で 
は 流動 する 液体 と し て より は 拡散 が 重要 


Ses 


#96 ot te 


な 過程 で ある 事 , SUMO Akt FHB | 
力 に より 保 れ 本 質 的 に 静 的 で ある 事 , Hh 
BO LA CIMAED 拡散 に 大 きく 影響 す 
8, LOR ERS S&T) 
体 と 合体 する 事 , 静 的 な 孔 隙 薄 液 と 共に 
UBS DA AY © BBM 4 > 
ン の 化学 力 の 勾配 に 依る 事 等 が 述べ られ 
て いる 。 (Norsk. Geol. Tidsskr. 29. 
84-105. 1951) [島津 〕 
7310, ARERR UES PI 
含ま れる RERAROBABNEA F 
川 俊夫 

格 前 火山 の 岩石 学 的 研究 た に より, KR 
BORKMLEIEO 性 綿 と 密接 た 関係 の あ 
る こと と が 分 つた 。 か ぃ る 次 長石 大 品 は 東 
北日本 に 普通 で あり , その 他 の 地方 に は 
発見 され な い 。 所 調 千島 , HA Bik 
LCM SKIL ROCHA 
5 CUOSBS MAME HC 発見 され 
bo CHORRAARL SU KL 
地方 の も の に 比べ で , = グリ 価 に 於 ける 
al - alk が 一 般 に 高い か 或 は Al2Os に 富 
THMBLMAKOLRE CHS Al,O; 
CBA TRL BREA ARTY LMERBIC 
kb, UREA ic Al.O; DRM, 
AUN AL EL, 次 長石 分 子 の CaO 
aA, ARAL DOS. Yeo 
CAMPER ECK LER BHD (北大 
理学 部 紀要 7, 339-354, 1951) CHA) 

$B Rk & 
7311, Idaho MM Coeur d'Alene 
HAIN SRD > yis Thurow E. 
E., Wright R. J. 

Coeur d'Alene #h97 Sunshine 9x 
山 及 び Coeur d'Alene $k L[PsOBL ¢ 
FASNKEV I= AGKABIY Fv ok 
DEEKKO hi Aron & OFLA BARRIC OV) 
で 述べ て いる 。 当地 方 は 原子 力 委 員 合 の 
指示 に よ つ て 調査 され た 地域 で , BPO 


宜 に は 一 般 の 地質 調査 と 共に Geiger 
counter (Ck SPCHREBIEKRS BAL 
いる 。 PEROHVARIROE Iz 724 SHC 
LOCEL << BALSA AY TFT VUVA 
CHa, BHERMA, BKASL bien 
せら れ , ZHitevV=aaOaER BERR 
BROT HAO MO BAREOTW DO 
BVFIATLSBR(K LOB AD 4S 
主として 球 岩 を 母 内 と する 熱 水性 鉱脈 で , 
Ba, SRL, wi Ker W 
YSY OK BORD, ESO, WERK - 
英 及 び 凌 鉄 鉄 等 より な り , BY FY aKle 
蜂 期 の 熱 水 生成 物 と し て 産 し , 経 10x 内 
ADE BAYREUTH Ew LEAKS 
FORE BL, AER OL THAR 3S 
RLOWDs BVIF=V LBA A 
bHEICT 紅色 に . 色 どら れる 場合 が あり , 
ッ ラ ニッ ツ 鉄 石 発見 上 軍 要 な 手指 に な る 
ど 述 べ て いる 。 又 閉 色 現 人 針 は 母 岩 に 於 て 
も みみ られ, SVIAV ALSPACH AR 
FE Baldry LIN 7528 1 RARE 
色 す る 。_ と の 理由 は 現在 原子 委員 会 の 地 - 
質 学 者 に よ つ て 研究 中 で ある が , 恐らく 
PHETKO AGRO 存在 に よる も の で あろ 
5 と 警 者 は 考え て いる 。 人 千 双 著者 は 当地 
FICE SRY Fv ODS HEA OK 
FRICBBOCHST4Zc LiCBAL, BYUF 
ン 鉱 に つい て Vertical zoning の 可能 性 
を 論じ て いる 。 (Econ. Geol. 45, 395— 
404, 1950) (SA) 
7312, Oxegon 別 東 部 Grant 地方 
CRF S2-RSRRKOBEAM 
Aden: SR 

COMSILARI. BARE, Re, 
(REMCURS, 超 塩基 隆 岩 , Fae 
NOREKKka Soa? OBA 
KOMCR AWA sk OWE BH. , そ 
れ ら は 脈 岩 を の ぞい て , 走向 W-NW の 
走向 滑 5 ERO 走向 E-NE Ose 
に よ つ て 切ら れ で て いる を sg 


ee 3 


GRRE ROME Bee FONE LRA 
KIEOS-BSROIRC, KBSOO 


(LEERERRO TBC RICE CU 


So CO 4 SW EMRCIL Biwes & bir 
Vs CHIC SMALIBIAL TWD 5 UKO 
SEAN (XL 2 期 が ある 。 即ち , 初め 石英 , 
BRK, DUG, Weiser, BARS sox, 
SHADE OS 区 面 安 鉄 が その 順に 品 出し , 
それ ら が か 破 砕 作用 を 受け , KV CH 2 期 
DE MK, TR POGRSSK, BISA 
Si, PUTTACSROK, 方 負 鉱 , ma, BIA 
金 及 び 方 解 石 の 生成 か 行なわ れ て いる 。 
金 の 分 布 は まち まち で ある が , ELLCH 
2HIO BCL dig} BRMHICALN 
Do <Slies | Hana wR ER BFC 
TeBRICISO TERENAS, HICSS 
BOWE HABA 緩やか に な る 場所 に 
富 令 体 を 形成 し て いる 。 (Econ. Geol. 
46, 398-403, 1951) AER) 
7313, Adirondack #Z=9 L38K 
に 於 ける BREFAYVA Wheeler E.P. 
New York j\{ Essex 地方 の Sanford 
REL S 念 チ タン 磁 鉄 鉱 録 床 を と る 
な 3 BRAD AF FY 石 に つい て 述べ 
て いる 。 AT ZY Altes HH ey 
て こよ つて 出来 た 洞穴 内 に 産 す る 。 その 洞 
RABIC(ARA FAY GK aN 
OK ?, BRAK, 塊状 黄 鉄 鉱 , 黄 鋼 鉱 ? 
ZOO, fas KEE As mae 
Bgkon, Bison ?, PAMGOK HG WE 
DHEA COURPICHEM L. FAN lee 
Alc, チタ ン 鉄 鉱 は AF AY AICANE 
れ 変 化し て いる 。 AF AVY AILF ZY K 
BO LAMCE SM 1 尊 の 麻 を な し , 部 分 
よっ つて は その 責 部 に 後者 の 断片 を 夏 し , 
店 に は 2 尊大 の チ テ チタン FRO 仮 像 を 呈す 
る も の る ある 。 LAAOD MLA & 
WER AT SBBICIAOT 上 昇 じ た 鉱 
{EH ATER MAMIE LOC EMS ie 
る の で , BFRY AILS Ay POERE 


\ 


』l 続 いて 行なわ れ た 熱 水 作 用 に ょ つて 後 


者 が 変化 し て 出来 た も の と it brGo 
チタ ン 鉄 鉄 の 化学 成分 は TiO, 48.5%, 
Fe 37.6%, HF RY 右 の それ は TiQ ぅ 
64.7% Fe 0.5% jAPAisusit 0.7% (Econ. 
Geol. 45, 574-577, 1950) CED 
7314, S807kSeERO RBIS Schmitt H. 


AMORA DN COSREWIE BR. 


TKSEAR 60 (COV 文献 上 より 総括 的 な 


研究 を 行ない , その 起源 に つい て 論じ で い 


Do CMC LWWTRHIKMRIC IA 
OFFSUKSERIC 対す る ZT a Fes 
Cad. 1) HEB, 
3) telescoping 及び zoning, 4) Bka@O 
SALA EOSRICILA BIL 特徴 あ 
SHRDWZSND. Ch 6OWRILRM 
TKGEER & HEI L Pe BIRO PEED 独特 で あ 
る と と を 物語 つて で 居り, 若 し そ うだ と す 
ht, ASK ARGO PPOKRO 
MOKGKK & & MEIC SEO LOELTH 
える わけ に は 行か な く な る 。. 地表 近く の 
METAS GIRS PRICE LC 影響 を 与え 
る で あろ うし , 母 岩 の 変質 に よる 母 岩 と 
鉄 液 と の 成分 の 置換 る 叉 鉱 液 の 性 質 を 変 
化す る 。 WAMO ABHOR Hec.. # 
PED OBE WT DRO Beet k bow 
せら れ た 結果 生成 され た も の と WEB 
る 場合 も あり , 乏 床 の 起源 と し で 上 上昇 水 
と 下降 水 と を 区 別 す る と と が 無理 で , 包 
ろ 両 者 の 混合 し た も の と WML RAD Aix 


的 で ある 等 と 述べ て いる 。 HICH 
cOWMR 
か ら 濾 熱 水 鉱床 の ARR RAAT A & 


泉 及 び 噴 気孔 の 現 付 た 諭 用 し, 


FEC RACH Uh LCA Yellow- 


stone Park 等 の 例 を 引用 じ て い みろ 。 
(Econ. Geol. 45, 191-200, 1950) 
(SAI 


7315, I£BRA OARS (第 - 報 ) 中 


RELABRON MBE Tu 


YE, 伊藤 癌 高 


2) OKO WBE . 
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。 下水 の 成 医 的 形式 に より 世界 の BRB 
Ge ETH Ya. Mak, b. BR 


酸性 乃至 弱 塩 基 性 の 火成岩 は 水府 変成 

を うけ る と き , CORRE Onnaic k 
babe モン モリ ョ ン 族 及び 圭 ERIK 
D—-FIN LOIN EF Bo 試料 と し て 
KEES BT D> B PAPET IERIE i LES 
& Saft L148 S ERI REE alc 
いて , KEARSE TO feo その 結果 水 
Mgmwic ko, 24 CRB RKMIC 
変成 移行 する 懲 候 が 認め あら れる 。 試料 の 
Wali K,0, Naz0 以外 に MgO を 含 
む が , 前 二 者 に 影 絡 さ れる 劉 か モン モリ 
ョ ナイ ト に 変成 され る 事 が な い 。 と の 実 
験 より 更に 水 替 変 成 が 進行 する 時 の 過程 
を 研究 する 目的 で , KROASZA CR 

ADORED EITC, 熱 水 液 中 に こと 
SED ORICA LL, BURRIS LC ¢ 
か を 実験 的 に 追跡 し た 。 その 結果 両者 は 
水 熟 処理 に と より, FREY ROR 
質 を 有する も の に 移行 する 。 BM Ew 
熟 変成 の 経過 を 検討 する 魚 , KIERO 
砂 沈 部 分 を 分 難 Like area > fo) i 
AB ROR Te A 沈降 部 分 の 組成 
て と 比較 し , 球 酸 含有 奏 が 増大 し , 一 方 テ 
ルミ ナチ 含有 卒 を 減少 する 。 以上 の 事柄 は 
熱 水 鉄 床 の 生 成 過 程 と 関係 を 有する る の 
と 老 え られ る 。 (Fi, 60, 53 -56, 1952) 
[鈴木 


Ai RS 


7316, 7k3CHA 4), thea Bh SHIA 


- 油 産出 Chebotarev. I. I. 

中 央 オー スト ラリ ヤ の AiMATABPEIC Bg 
BRL, 地熱 及び 地下 水 の 水 次 学 , 地球 化 
学 的 立場 か ら 右 油 の 問 是 特に 石油 の 可能 

RECOV CHF So HAAR KNIT HS 
CHA, 石油 と 普通 密接 た 相 伴 の に , 
地下 水 と 石油 の 化学 的 関係 が よく 知ら れ 
で いない o。 US XE 5 HE FTKO PPR 
BASE OD WG Bis AAI AE AS OR Ab BRE, 
学 的 環境 の 変化 に ICRA SH So ‘Hh 


He, Cc. TURE 3 型 に な る 。 地下 
水 は 赤 地下 水 の 流 体力 学 的 立場 か ら a. 
地雷 と 容易 に 流通 し 得る TEED BD» 
b, (GOHAN S TED, <c, FAK 


態 に ある も の に 分 けら れる 。 aDHas ha 


契 で は 夏 油 の 可能 任 は 薄い 。 勿論 地層 が 
AE FBIKASIC K 0 RERETL YO ETL Do 

石油 の 地熱 條 件 に 関し て は , 酒田 地域 の 
標 式 的 変化 度 は 1?F BIC 55.2 フ イー ト 
で ある 。 この 変化 度 に 対す る 油田 地域 外 
DhhD (KEL RAO Mee & 7 0G 
よ 5。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol. 
36, 688-699, 1952) ER 


7317, BAVAAL=P, Hnngry. 
Valley 地域 の 地質 Crowell, J. C. - 

DVTANAT RAAT ARNE ルス の 
lk tay 55 HED tb O Hungry Valley 
HOON RAED GE ChOD, WG 
(CH ER & PC 4 L fe Dr ee RAS 
し て いる 。 この 地域 で 古い 基 砦 岩 類 の 上 
に 4000 ft. CBS OIAS EEC SS 
鮮新 世 の Peace Valley bsds と Hungry 
Valley Formation } ASE LT Ao 
この Hungry Valley Formaticn の 中 
部 以下 は , Eas & eG (San Gab- 
riel Fault zone) で 接する が , FOLK 
(KZAOHBICRBLCWO SD, HE 
LFBCRNCILBREAISERO LAF, RIC 
FAG PaCUL, Br eral ae L ERED 
Rix Selce Ska Iees Bo = OW 
麻 帯 の 運動 は , Hungry Valley For- 
mation の 堆積 と 怖 時 に 進展 し , OE 
積 売 了 以 前 た 終了 し た と 結 諭 し で いる 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 34, 
1623-1646, 1950) 【 孔 部 〕 
7318, 油 の 良 源 に 開 す る カリ フ オ ル ニ ヤ 
Sate ty OPA SER Emery. K, 
O., Rittenberg. S. C., 


o 
a 
P 
: 
4 
3 
3 
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人 の と 


é 


a 


* 
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カリ フォ ル = ヤ 州 産 氷 ロ スズ アン ゼル ス 
油田 に 鈴 ける 石油 産 額 の 大 部 は 鯉 閑 世 の 
堆積 物 か ら 産 出し で いる が , OME 
(LEED WS FIC S SR AHL 類似 せる 
環境 の る と 堆積 し た も の と 思 は れる 。 
野比 の 地域 に は ABER CEE BRT 
CIZOW RBM FEL, 何れ る も 部 分 
所 た に 粗 粒 乃至 細 粒 の 堆積 物 で 埋 積 され 海 
ICIS 盆地 が 最も る 厚い 。 HE HOR 
AHEAD PID AKZSPERA IER <<, 
& BHD Core RA HAICMT L, N, 
CO;, H2S, Soy-/Cl-, FeS, Si, 244 
機 物 , Fes Zooks aise Ake, 
grain size, pH, MRR, 及び 甘 
等 の 相互 関係 等 を , 各 深 さ 毎 た 詳細 に 分 
HL, COGRR BAT Y CNAIAO 
Core と 比較 し て いる 。 Core の 分 杭 結 果 
KRIS EBS CKO 重要 な 変化 を 
示す 。 特に 継 変 作用 に 関し 重要 な 二 , = 
の 結果 を 示す と , 一 般 に 深く な る に 従い 
PH は 増加 し 含有 有機 物 は 減少 する . B 
低 を 示す pH の zone, (LAMM. 硝酸 
塩 : 硫 琶 塩酸 化 た 依り 生成 され る zone, 
即ち 最も バク テリ ヤマ ヤ の 活動 し 得る 深 さ に 
一 致し , BS clei pH の 高 ぐ な 
る こと は 硫酸 卒 居 元 人 性 ベ バク テリ ャ ヤ の 活動 
に 依る 。 更に 酸化 大 元 電位 は 一 般 に 械 交 
CIA CILIE CRA(EIKES RL, 深く な る 
ONAL TIRE TR LEAS pyrite 
De BIC Alt4o £OthS7k-s, grain 
Size, HR — SSI EO HBL 大 で ある 
が , 油 の 根源 に 関し て 最 る 重要 な 継 変 作 
用 は ベク テリ ヤ の 活動 に た 起因 する 。 fA 
紫 の 種 の 研 宰 は , FIV ALYORKAG 
BENZ AZ Ve Ci at Le Z FRB, 
AWA, Rickmeaee =, 
洋学 の 水族 堆積 物 の 組織 的 研究 た 大 い に 
買 献 すべ きも の で ある と 説く o。 (Bull. 
Am. Assoc. Petrol, Geol 3€, 735- 
806, 1952) [島田 】 


7319; 57S Allee Holk; Rex 

SHORE, BALL WH SIMS 
(DBODIF AY HO BLOKE, WH 
BPODRH S BIKEPERE, Ve 
RAH OF MESS 用 いる こと と の 出来 
る 比較 図 を 作製 し て いる 。 と これ は 12 枚 
の 正方 形 の 豆 白 で 表 は され た 図表 に より , 
1,2, 3, 5,7, 10, 15, 20, 25, 30, 40, 50% 
を 示し , 叉 各々 4 等 分 され 模様 的 に 表 は 
SIT Ao’ (Jour. Sed. Pet., 25,732- 
33, 1951) ar) 
7320, X ROHN k OTH IA S Ht 7- 
AFF ila LF vO Laramie 
formation Oty Gude, A, J. 

Wat BADR k bree 540 
ft の Laramie formation * 3ST 
LSA EWES Fox Hills formotion 
と は 両 眼 的 に 非常 に よく 似 < お や, その 
境界 は 明瞭 に 肉眼 配 に は 決め た くい 。 3B 
者 は Fox Hills formation © E=f{k b 
Larhmie formation LED EMICHBS 
分 に 乗る Arapahoe-Denver formation 
の BR BI LV EEAM 2 <0, sft 
お き に サン プリ ン ゲ し て こ , XPHREH 
HEC, LOMO Kn © Ko ee FAN 
た 。 そ の 結果 は , Arapahoe-Denver for- 
mation @ ek montmcrillonite 
で 特徴 づけ られ , 
は 上 部 200 ft. は kaolinite, illite, ret 
の 的 150 ft. (% kaolinite, illite の 外 に 
montmorillonite を 特に 多 Cas, Fes 
Oj 190 ft. (& kaolinite #44 L Fcx 
Hills formation は kaolinite OA 


Laramie formation 


montmorillonite & (34 7; #52778 & 


れ , HED MORE MO Law 相当 に シヤ 
ー プ な 関係 が あら は れ て いる 。 FICHE 
MAnNACL 100 帯 の 中 に MOSH 
B LWA O EB © fH ke & Ut AE 
じ で ある と いう こと で て ある 。 ME—-C FER 
図 に た つい て 試み られ た の で ある か が het 


“a 


> 
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at 7 Wn BR SE 


CRACIE HIEOMS, 地層 の 対比 
に 役立つ と と を 結論 し て いる 。 BIC XR 


粉末 写真 法 の 装置 , ite AAS 
に つい て も 簡 堅 に ふれ て いる 。 (Bull. 


Am. “Assoc. Petrol. Geol., 34, 1699 
-1717, 1950) COA 


A aR 


7321, Fie ORBREK 90 BPABEX IC RIE 


TBE 田中 正男 

| BRODIT D 5 BIRD Hep DM 
— OGRHO SERED BRMKIC 及ぼす | 
RB ENRON RERML Clo Bll 


(1) PERHICIL BAIR © Fe WIP Fe B 


S$i05,*Al,03, FesO3, CaO, SOs etc. 73 
MBSCeatbh ceo, 一 般 に 硫黄 
DEBBI RC So (但し , THIOL 
の 試料 た つい て ご) 


(2) KHOR, 硫黄 等 の 酸化 物 の 合 
AUS Bere KIC BERN ER CSD’, 


. | BRP ODRBC HOO TERO 今昔 と 


落 火 点 と は 反比例 の 関係 が ある 。 BSH 
鉄人 録 硫黄 の 含量 の 多い 方 が 自然 発火 し 名 


® Wo 


(3) ARI FICBZ > Al20s; Fe,0;, 
MnO, CaO, MgO, Na,O, K,0 ony 
TICK tC 程 硫黄 の 含量 る SME 
HES (Er 
(4) 微量 無機 成分 の ぅ ち 触媒 に な る ho 
さき を の は 発見 出来 な か つた 。 (IHRE 
鉱山 学研 究 報 告 2 2-11, 1952) CLLR) 
7322, WI ORR $9 re O ree ic ET 
LIA BRAG 


、 小野 田 淡 田 は 北方 の 厚狭 船木 の HARE 


東南 夫 宇 部 宮 田 と の 中 間 に 位 し , RS 
等 部 涯 田 の 良好 な 発 津 が 厚狭 船木 方 面 で 
稽 発達 劣 3 区 域 の 中 間 に 位 し 。 COM 
LEME & RRO CRT S 第 三 紀 属 


 ONMETAGEE fe LIM ALO HOR 
EEL L, BS PHC. At nh 


hic 3 へ 4 LO FEL 火 有 する を の で © 
ある 。 岩層 は 竿 線 地 区 た に 比 し で 征 発 達 が 

劣る が ゲー 重 , LHS ORR 
Shia), tH, 三徳 の 5 麻 で ある が 一 重 。 
SHE bb BVOC PAE 


‘(ERIE CHAE ORIGHS BEA OHE 


RAND LHD BERETS O2: 
最近 (昭和 26 年 ) PETHER CS 三徳 層 が 2 
へ 3 米 其 上 の 厚 層 が 発見 され BERG 
着手 し て いる 。 LHL PMOLDBBt 
の 関係, 地 堀 時 代 に つい て で て は 発表 され で 
いな い 。 奈 質 と し て で は 水分 次 分 箱 高 ぐ , 
FM 4,100 へ ~ 5,000 カロ リー と み ら れ 
小野 田 宗 巡 で は 水洗 し て で 品質 を 高 あ て い 
bo と の 三徳 選 の 発達 良好 で ある の で 療 
田 開 発 上 双海 底 控 療 の 前 途 に 一 大 究明 を 
BOWS, (鉱産 宮 源 研究 果報 舎 ) 2 
1952) . CRA 


参 6 HB 


7322, 河水 に お ける 水素 イオ ン 濃度 の 
Bic KAR 

MINS L-COMREER 見 出す た め の 
Wee & L°CRORAR COV 表記 の 測 
定 を 行 つ た 結果 に ょ る と , 1) BMRA 
Tah DILAWELATATE Cla GE, TAPS 2% 
過す る に 従い pH の 一 日 の 較差 が 増し , 
6.9~7 4 (ABR), 6.9 へ 8.0 (WEE) を - 
示し (1949 年 8 月 3 日 ), £OP HRT 
MOVERS So 字 節 的 に は 夫々 6.7~ 
7.0 及び 6.8~7.2 (1948 年 10 月 3 日 ) を 
示し ビー ク の 現れ る 時 間 は 前 者 (上 流 側 ) 
が 1 時間 違 れ る 。2) そる 他 長 瀬川 , 最上 
川江 合川 支流 ビッ ャ ザッ 川 展 だ つい で 夫々 
の 測定 資料 が 得 ら ちら れ た 。 3) これ ら の 結果 
D> DHA PEA |I|2% BDcCLO pH OF 


DEI CRIBS Do (EO NERO 
A—{e PBEM AMEP CR Bo 更に 水位 の 
日 変 信 と 密接 な RADY Sh. 生物 活 
動 と 人 類 活 動 と の 影 郷 が 認め られ た 。 
(Sci. Rep. Tohoku Univ. 7, 1, 1952) 
Core) 
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